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、
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、
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〔
要
約
目
　
ハ
ル
バ
ロ
ス
に
関
す
る
諸
問
題
は
、
既
に
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
史
料
の
不
足
に
よ
り
、
な
お
若
干
の
不
明
な

点
あ
り
、
ク
ロ
ノ
ロ
ギ
ー
に
関
し
て
は
、
殆
ん
ど
確
定
的
な
結
論
を
得
る
に
は
不
可
能
な
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
ク
ロ
ノ
ロ
ギ
；
に
大
き

な
役
割
を
果
す
前
三
二
四
年
の
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
祭
の
期
日
が
、
新
し
い
発
見
に
よ
り
、
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
基
い
て
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
歴
史
は
新

ら
た
に
書
き
改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
最
近
目
．
切
餌
象
磐
（
匂
渥
Q
。
ρ
お
①
把
μ
①
隣
し
は
す
ぐ
れ
た
研
究
を
発
表
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
も
な

お
ク
ロ
ノ
国
事
…
に
附
加
さ
る
べ
き
若
干
の
点
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
稿
に
お
い
て
は
、
史
料
及
び
今
日
ま
で
の
研
究
過
程
を
再
吟
味
し
、
ク
ロ
ノ
日
豊

ー
に
お
け
る
不
備
を
若
干
補
な
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
一
、
炎
料
と
文
献
。
二
、
ク
ロ
ノ
ロ
ギ
ー
に
お
け
る
二
三
の
問
題
。
一
工
、
ハ
ル
パ

ロ
ス
の
ア
テ
…
ナ
イ
訪
閏
の
時
期
ー
オ
ー
ロ
ー
ボ
ス
碑
文
よ
り
。
四
、
鎖
遷
興
①
－

篇
Φ
ω
”
ρ
U
①
旨
O
ω
梓
げ
巳
∩
O
野
一
〇
。
山
㊤
よ
り
一
O
餌
げ
昌
及
び
諺
縣
鑓
＃
ω
の
説

ー
ハ
ル
パ
μ
ス
の
両
ア
テ
ー
ナ
イ
訪
閥
。
五
、
諺
篇
鋤
ヨ
ω
説
批
判
。
六
、
澱
鴫
O
①
メ

。
’
U
①
ヨ
O
の
汁
ゲ
陰
0
9
↑
o
。
1
お
の
再
吟
味
ー
ニ
カ
ノ
ー
ル
の
ギ
リ
シ
囲
－
到
着
の
時
・

期
。
七
、
喜
劇
「
デ
ー
ロ
ス
」
よ
夢
。
八
、
サ
テ
ユ
ロ
ス
劇
「
ア
ゲ
…
ソ
し
を
め
ぐ

っ
て
。
九
、
結
。

二

ハ
ル
パ
ロ
ス
研
究
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
ア
テ
！
ナ
イ
の
こ
の
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

」
一
：
一
…
ー
ー
～
｝
：
」
、
一
：
～
ー
ー
．
：
：
一
：
　
、
、
こ
漏

　
の
歴
史
を
珊
解
す
る
に
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
課
題
で
あ
る
。
そ
の
為
、

　
前
世
紀
の
中
葉
よ
り
、
特
に
激
論
が
た
た
か
わ
さ
れ
て
来
た
。
し
か

　
し
、
そ
れ
に
関
す
る
第
一
史
料
は
乏
し
く
、
こ
れ
を
補
う
第
二
史
料

　
　
　
　
　
　
①

　
も
不
充
分
で
、
若
干
の
点
に
つ
い
て
な
お
意
見
の
一
致
を
み
な
い
が
、

　
と
り
わ
け
ク
ロ
ノ
ロ
ギ
ー
に
関
し
て
は
多
種
多
様
、
殆
ん
ど
確
か
な

　
結
論
を
出
す
に
不
可
能
な
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。

　
ハ
ル
パ
ロ
ス
に
関
し
て
は
、
古
来
、
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
が
有
罪

と
な
り
、
遂
に
は
ア
テ
ー
ナ
イ
か
ら
逃
亡
す
る
と
い
う
結
果
を
招
く
、

59　（391）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塗

所
謂
ハ
ル
パ
ロ
入
裁
判
と
の
衡
連
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
怨
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
八
四
七
年
、
ヒ
訊
。
令
レ
イ
デ
ー
ス
の
「
反
デ
ー
モ

　
ス
テ
ネ
…
ス
論
」
の
断
章
が
、
は
か
ら
ず
も
、
パ
ピ
ュ
μ
ス
と
し
て
、

　
エ
ジ
プ
ト
よ
り
発
見
さ
れ
て
以
来
、
　
ハ
ル
パ
ロ
ス
裁
判
を
め
ぐ
る

諸
研
究
が
続
写
し
た
。
そ
の
間
、
G
G
〔
二
も
℃
。
の
史
料
批
判
に
は
じ
ま

り
、
個
別
研
究
と
し
て
は
、
特
に
ク
ロ
ノ
ロ
ギ
ー
に
関
し
て
注
爲
す

べ
き
も
の
に
U
巳
μ
P
二
〇
瓢
o
o
ぎ
切
雰
蛋
①
村
が
あ
っ
た
。
ま
た
一
》
c
》
、
－

。。

曹
o
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
史
、
O
門
9
0
の
ギ
リ
シ
ア
史
、
ω
血
目
臥
窪
の

デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
研
究
は
、
該
研
究
に
関
し
て
も
大
き
な
役
割
を

　
　
　
③

果
し
た
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
諸
研
究
に
論
じ
ら
れ
た
諸
閥
題
に
、
一

応
の
終
結
を
あ
た
え
た
も
の
は
O
F
O
．
》
島
ρ
ヨ
ω
の
研
究
倉
冨

窯
㌶
℃
巴
。
ω
6
霧
P
8
ン
℃
｝
ご
〆
鋒
×
×
×
塑
お
臼
噌
這
窄
誤
ω
）
で
あ
っ
た
。

　
レ
釦
§
翫
の
こ
の
詳
細
に
し
て
鋭
い
吟
殊
に
よ
り
、
デ
…
モ
ス
テ

ネ
ー
ス
は
有
罪
か
無
罪
か
と
い
う
、
従
来
永
し
く
論
じ
ら
れ
て
き
た

．
こ
の
裁
判
に
直
接
関
係
す
る
一
意
題
は
、
一
応
解
決
さ
れ
た
か
の
如

く
、
以
後
は
主
と
し
て
、
当
時
の
歴
史
事
象
の
解
釈
に
、
研
究
の
重

点
は
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
穴
。
算
ρ
切
窪
く
Φ
の
業
績
が
そ

れ
で
あ
り
、
後
老
は
、
簡
潔
に
概
観
的
に
、
し
か
も
種
々
の
聞
題
点

を
指
摘
し
た
上
、
史
料
を
も
網
羅
し
た
す
ぐ
れ
た
文
献
で
あ
る
。
ま

た
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
文
献
で
は
0
9
貯
の
一
連
の
研
究
も
こ
れ
を
見

過
す
こ
と
が
で
き
な
㌦

　
今
世
紀
の
二
十
年
代
の
終
り
、
オ
ー
ロ
1
ボ
ス
碑
文
の
ッ
ぎ
窪
帯
心

に
よ
る
す
ぐ
れ
た
解
釈
が
現
わ
れ
、
ク
ロ
ノ
ロ
ギ
…
研
究
に
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
⑤

光
を
投
げ
か
け
た
。
今
臼
こ
の
オ
ー
ロ
ー
ボ
ス
碑
文
を
無
視
し
て

は
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
事
件
の
ク
ロ
ノ
μ
ギ
…
を
論
ず
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
。

　
ハ
ル
パ
ゴ
ス
研
究
は
そ
の
沸
し
ば
ら
く
、
現
わ
れ
な
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
最
近
、
ク
獄
ノ
露
礁
…
に
関
す
る
重
大
な
新
ら
し
い
事
実
が

明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
問
題
に
大
き
な
役
割

を
果
す
べ
き
前
三
二
四
年
、
第
一
一
四
回
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
祭
の
期
臼

が
、
最
近
の
発
見
に
よ
り
、
そ
の
最
盛
日
を
八
月
四
臼
と
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
㏄
零
ざ
｝
．
需
閉
窪
・
δ
O
ρ
お
O
）

の
指
摘
の
よ
う
に
、
こ
の
発
見
に
穿
き
、
ハ
ル
パ
“
ス
の
歴
史
は
新

た
な
書
き
か
え
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
新
ら
た
に
ク
ロ
ノ

μ
ギ
ー
を
そ
れ
に
よ
っ
て
試
み
た
の
が
¢
餌
O
㌶
欝
a
寓
馨
・
6
①
封
H
O

臣
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
ま
た
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
諸
問
題
を
、
は
じ
め
て

ア
ジ
ア
の
方
面
か
ら
吟
味
し
た
し
、
そ
れ
に
関
連
し
て
更
に
、
最
近

一
連
の
そ
の
研
究
も
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
事
件
に
多
く
の
注
目
す
べ
き
問
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⑦

題
を
提
起
し
て
い
る
。

　
た
だ
ハ
ル
パ
ロ
ス
研
究
に
は
、
切
ρ
象
鯨
昌
そ
の
人
も
指
摘
す
る
よ

う
に
、
歴
史
的
鋼
面
か
ら
な
お
考
察
さ
る
べ
き
諸
問
題
が
残
っ
て
い

る
ほ
か
、
彼
の
ク
ロ
ノ
ロ
ギ
ー
霞
体
に
も
、
若
干
附
…
け
加
え
ね
ば
な

ら
ぬ
点
が
あ
る
。
小
稿
は
、
在
来
の
研
究
過
程
並
び
に
史
料
を
再
吟

味
し
て
、
ク
ロ
ノ
ロ
ギ
ー
に
お
け
る
不
備
を
幾
分
補
な
お
う
と
す
る

も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
⑲

二

　
は
じ
め
に
、
大
凡
の
事
件
の
経
過
と
、
ク
ロ
ノ
ロ
ギ
ー
に
関
し
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

三
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。

　
ハ
ル
パ
ロ
ス
は
、
恐
ら
く
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
朝
と
深
い
関
係
を
も
σ

エ
リ
ミ
オ
テ
ィ
ス
家
の
嵐
身
、
マ
ハ
タ
ス
の
子
で
あ
る
。
皇
太
子
ア

レ
ク
サ
ソ
ド
解
ス
の
学
友
と
し
て
マ
ケ
ド
ニ
ア
宮
廷
に
少
年
の
臼
々

を
過
し
た
。
皇
太
子
が
父
フ
ィ
リ
ッ
ボ
ス
ニ
世
と
不
和
を
生
じ
た
際
、

（一

O
一
一
七
／
六
年
）
、
　
ハ
ル
パ
ロ
ス
は
他
の
学
友
達
と
共
に
マ
ケ
ド
ニ

ア
を
追
放
さ
れ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
王
位
に
即
く
や
、
直
ち

に
呼
び
も
ど
さ
れ
た
の
は
当
然
で
、
軍
務
に
適
さ
な
か
っ
た
の
で
、

財
務
に
任
じ
た
。
た
だ
し
ア
ジ
ア
大
遠
征
に
は
大
王
の
軍
に
従
っ
た

が
、
…
三
二
三
年
夏
の
頃
、
イ
ッ
ソ
ス
の
戦
に
先
立
っ
て
タ
ウ
リ
ス
コ

ス
と
呼
ぶ
男
と
共
に
職
務
を
抱
ち
ア
ジ
ア
か
ら
逃
亡
し
て
、
メ
ガ
ラ

に
滞
在
し
た
。
大
王
は
こ
の
報
に
驚
い
て
、
更
に
大
事
な
職
を
以
て

呼
び
も
ど
し
た
。
は
じ
め
エ
ク
パ
タ
ナ
に
、
後
に
は
パ
ビ
ュ
ロ
ー
ソ

に
あ
っ
て
融
庫
の
管
理
に
あ
た
っ
、
た
。
大
王
の
イ
ン
ド
遠
征
中
、
当

疇
多
く
の
将
軍
や
サ
ト
ラ
ッ
・
プ
と
同
じ
く
、
大
王
の
無
事
帰
還
は
な

か
ろ
う
と
考
え
て
、
官
金
を
蕩
尽
し
、
生
活
の
福
移
に
耽
っ
た
。
と

こ
ろ
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
、
三
二
五
年
末
カ
ル
マ
ニ
ア
に
、
三

二
四
年
春
ス
ー
サ
に
現
わ
れ
、
謀
反
を
企
て
或
は
職
務
怠
慢
の
将
軍

や
サ
ト
ラ
ヅ
プ
を
厳
し
く
罰
し
た
。
ハ
ル
パ
ロ
ス
は
、
宥
恕
は
も
は

や
叶
わ
ぬ
も
の
と
、
国
罐
よ
り
五
干
タ
ラ
ソ
ト
ソ
を
奪
い
去
り
、
艦

船
三
十
に
憲
兵
を
六
千
率
い
て
、
ア
ジ
ア
を
逃
げ
、
海
路
、
ア
ッ
テ

ィ
カ
の
ス
ー
ニ
オ
ソ
沖
に
現
わ
れ
て
、
ア
テ
ー
ナ
イ
へ
の
入
国
を
願

っ
た
（
ン
停
2
．
区
＝
H
㎝
⑩
㎝
図
一
9
0
（
一
．
図
く
踏
δ
。
。
．
？
〇
二
井
×
卜
。
b
。

時
に
ア
テ
ー
ナ
イ
人
は
大
い
に
驚
き
、
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
の
動
議

に
よ
り
、
そ
の
入
闘
を
拒
絶
し
て
（
℃
三
◎
づ
。
∋
・
卜
。
黛
當
）
穿
仲
・
〕
／
・
重
三

×
o
ゴ
G
。
臨
〉
　
〇
一
〇
∩
例
×
＜
麟
μ
O
。
。
曽
¶
）
、
時
の
ム
ニ
キ
ア
及
び
港
の
将

軍
フ
ィ
ロ
ク
レ
ー
ス
を
し
て
直
ち
に
港
湾
の
守
備
に
つ
か
せ
た
（
σ
o
、

陣
コ
p
扁
，
o
プ
．
一
一
乱
国
）
。
し
か
し
、
拒
絶
詣
ご
れ
占
瓦
ハ
ル
パ
・
ロ
ス
は
、
タ
イ
ナ
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μ
ソ
へ
兵
を
移
し
て
、
今
度
は
単
身
、
二
艘
の
船
で
再
度
ア
テ
ー
ナ

イ
を
訪
つ
れ
た
。
こ
の
度
は
フ
ィ
ロ
ク
レ
ー
ス
の
妨
げ
も
な
く
、
無

爵
ア
テ
；
ナ
イ
に
入
国
し
た
（
O
。
貯
霧
島
・
謬
押
目
）
。

　
二
圓
に
わ
た
る
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
ア
テ
ー
ナ
イ
来
訪
の
時
期
に
関
し

て
は
、
な
お
様
々
の
見
解
が
あ
る
。
第
一
回
来
訪
の
時
期
は
、
サ
テ

ユ
ロ
ス
劇
「
ア
ゲ
ー
ン
」
（
≧
｝
叢
ピ
×
膝
｛
㎝
霧
甲
㎝
¢
窃
切
）
に
基
い
て

永
し
く
推
定
せ
ら
れ
て
来
た
が
重
要
な
史
料
と
い
え
、
こ
れ
に
よ
る

だ
け
で
は
、
時
期
の
確
定
は
む
つ
か
し
い
。
ま
た
今
冠
、
オ
ー
ロ
ー

ボ
ス
碑
文
に
基
い
て
、
第
一
回
、
第
二
圏
と
も
来
訪
の
時
期
は
推
定

さ
れ
る
が
、
し
か
も
な
お
不
明
確
な
点
が
あ
っ
て
、
第
一
史
料
に
基

い
て
の
再
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。

　
ハ
ル
パ
ロ
ス
が
ア
テ
ー
ナ
イ
に
来
る
と
間
も
な
く
、
そ
の
引
渡
し

を
要
請
す
る
た
め
小
ア
ジ
ア
・
ギ
リ
シ
ア
聞
の
海
上
監
督
、
将
軍
フ

　
　
　
　
　
⑪

4
ロ
ク
セ
ノ
ス
か
ら
，
使
者
が
、
ア
テ
ー
ナ
イ
へ
と
送
ら
れ
て
来
た
。

が
、
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
は
、
い
ま
ハ
ル
パ
ロ
ス
を
使
者
に
引
渡
す

の
は
わ
が
国
の
た
め
に
な
ら
な
い
、
ア
レ
ク
サ
ソ
ド
μ
ス
に
わ
が
騨

斑
は
責
め
を
残
し
て
は
い
け
な
い
か
ら
だ
、
最
も
安
全
な
の
は
、
ハ

ル
・
パ
ロ
ス
を
拘
留
し
、
そ
の
財
産
を
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
保
管
す
る
こ

と
で
あ
る
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
携
え
た
財
産
を
明
覚
は
早
速
調
査
す
る

よ
う
レ
と
動
議
し
た
鼠
逢
舞
。
』
§
受
｝
・
●
竃
忌
事
縞
警
α

翌
日
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
は
人
を
や
っ
て
、
財
産
を
調
べ
さ
せ
、
七

百
タ
ラ
ン
ト
ソ
と
報
告
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
、
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス

に
鷹
ら
さ
れ
た
と
き
、
半
額
三
五
〇
タ
ラ
ソ
ト
ン
に
し
か
す
ぎ
な
か

っ
た
の
に
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
は
、
な
に
一
つ
言
わ
な
か
っ
た
（
犀
k
，

一）

ラ
D
・
c
・
O
c
芦
⑩
μ
ご
。
そ
の
後
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
は
拘
留
を
脱
し
、
ア

テ
ー
ナ
イ
を
逃
れ
て
タ
イ
ナ
ロ
ソ
へ
行
き
、
再
び
兵
を
率
い
て
海
に

出
た
が
ク
レ
タ
で
、
そ
の
部
下
テ
，
，
ブ
μ
ー
ソ
と
い
う
者
に
殺
さ
れ

た
。　

ハ
ル
パ
ロ
ス
の
ア
テ
ー
ナ
イ
滞
在
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
直
接
言

及
し
た
史
料
は
な
く
、
比
較
的
長
期
間
と
す
る
も
の
と
、
　
一
方
短
期

闘
と
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、
未
だ
確
定
的
な
結
論
に
は
至
っ
で
い
な

い
。
そ
の
決
定
に
は
、
第
一
史
料
に
基
き
つ
つ
、
当
時
の
歴
史
事
業

も
考
慮
し
て
、
こ
れ
を
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
鷹
ら
さ
れ
た
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
財
産

が
、
公
表
額
の
半
分
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
る
み
に
出
て
来
る
と
、

動
議
を
繊
し
た
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
に
事
態
の
責
任
が
問
わ
れ
た
ば

か
り
か
、
つ
い
で
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
か
ら
賂
賂
を
受
け
た
と
の
嫌
疑
が

　
　
　
⑫

か
か
っ
た
。
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
は
己
れ
の
潔
白
を
誓
い
、
事
の
真
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柑
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
と
、
ア
レ
オ
パ
ゴ
ス
に
調
査
を
求
め
た
。

調
査
は
進
ん
だ
が
、
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
！
ス
収
賄
の
証
拠
は
あ
が
ら
な

か
っ
た
。
ア
レ
オ
パ
ゴ
ス
が
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
か
ら
の
収
賄
者
に
つ
き

そ
の
名
と
収
賄
額
と
を
公
示
し
た
の
は
調
査
後
漸
く
六
ケ
月
の
こ
と

で
あ
る
（
O
。
ぎ
霞
。
『
押
島
）
。
そ
こ
に
は
、
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
、

デ
ー
マ
デ
ー
ス
、
ア
リ
ス
ト
ゲ
イ
ト
ー
ソ
、
フ
ィ
ロ
ク
レ
ー
ス
な
ど

の
名
前
が
連
な
っ
て
い
た
。
公
示
後
ま
も
な
く
法
廷
が
開
か
れ
て
、

デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
は
罰
金
刑
、
そ
の
支
払
い
が
で
き
な
く
て
投
獄

さ
れ
た
が
、
や
が
て
脱
獄
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
計
報
を
聞
く

ま
で
、
ト
ロ
イ
ゼ
ー
ソ
、
ア
イ
ギ
ー
ナ
に
過
し
た
。

三

　
　
　
　
　
　
も
　
　
コ
　
　
　
し
　
　
カ
　
　
セ
　
　

る
　
　

う
　
　
も
　
　

コ
　
　
も
　
　

も
　
　
し
　
　

し
　
　
も
　
　

ち
　
　
も
　
　

も

　
　
　
さ
て
、
　
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
ア
テ
ー
ナ
イ
来
訪
の
時
期
は
、
デ
イ
ナ
ル

　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

塑
環
塗
ン
喉
漁
フ
ィ
。
ク
レ
支
が
ム
。
キ
ア
及
び
港
に

詠
　
配
属
の
将
軍
だ
っ
た
と
き
だ
と
知
ら
れ
る
。

腰
　
・
・
婁
レ
支
の
将
軍
在
任
の
時
期
に
関
し
て
、
今
易
あ

醗
研
究
者
は
・
㌘
H
き
窪
の
研
究
（
・
・
．
メ
竃
巨
．
・
｛
塁
・
・
冒
し

ス
如
　
に
従
い
、
オ
ー
μ
i
ポ
ス
碑
文
に
基
い
て
推
定
し
て
い
る
。
即
ち
、

レ
ハ
　
こ
の
碑
文
は
、
レ
オ
ソ
テ
ィ
ス
部
族
の
ユ
フ
ェ
ー
ボ
イ
が
、
自
分
達

の
監
督
の
任
に
当
っ
た
人
々
に
冠
を
授
け
た
と
き
の
も
の
で
、
ア
ゲ

ロ
ク
レ
ー
ス
（
§
き
気
舜
S
。
農
ヘ
ミ
。
（
．
肉
琶
息
曾
の
）
は
こ
の
時
、
　
エ
フ

ェ
ー
ボ
イ
を
朧
督
す
る
官
職
た
る
コ
ス
メ
ー
テ
ー
ス
（
き
q
§
息
や
。
抄

・
ζ
葬
・
”
」
Q
・
ぎ
き
誌
旧
地
）
と
し
て
冠
を
受
け
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
再
び
デ
イ
ナ
ル
コ
ス
（
員
H
し
切
）
に
よ
れ
ば
、
　
ム
ニ

キ
ア
の
将
軍
フ
ィ
ロ
ク
レ
ー
ス
は
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
事
件
に
関
連
し
て
、

収
賄
の
嫌
疑
に
よ
リ
エ
フ
ェ
ー
ボ
イ
を
監
督
す
る
任
か
ら
解
か
れ
て

い
る
（
疑
§
§
＆
§
§
包
§
【
剛
邑
霜
剣
蝿
§
讐
蕊
ミ
匙
葛
ミ
§
）
。

こ
れ
ら
両
つ
の
事
実
か
ら
、
二
人
の
フ
ィ
ロ
ク
レ
ー
ス
、
即
ち
、
デ

イ
ナ
ル
コ
ス
の
言
及
す
る
ム
ニ
キ
ア
の
将
軍
と
オ
ー
ロ
ー
ボ
ス
碑
文

に
見
え
る
コ
ス
メ
ー
テ
ー
ス
と
が
、
実
は
同
一
人
物
だ
と
い
う
仮
定

が
成
り
立
つ
。
そ
の
頃
の
事
情
も
考
慮
し
、
両
フ
ィ
ロ
ク
レ
ー
ス
を

か
く
て
同
一
視
す
る
、
す
ぐ
れ
た
吟
味
を
展
開
し
た
の
が
鍔
鉾
巳
㊦
煽

で
あ
っ
た
。
そ
の
吟
味
に
従
え
ば
、
オ
ー
ロ
ー
ボ
ス
碑
文
と
は
、
前

一二

�
O
年
八
月
頃
、
レ
オ
ソ
テ
ィ
ス
部
族
の
エ
フ
ェ
ー
ボ
イ
が
、
自

分
達
の
指
導
に
当
っ
た
人
達
に
任
果
て
た
後
冠
を
授
け
た
そ
の
と
き

の
も
の
と
な
る
。
有
し
て
、
フ
ィ
ロ
ク
レ
ー
ス
は
三
二
五
／
四
年
度

の
ム
ニ
キ
ア
の
将
軍
で
、
且
つ
は
三
二
四
／
三
年
度
の
コ
ス
メ
ー
テ

ー
ス
だ
っ
た
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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す
る
と
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
は
フ
ィ
ロ
ク
レ
！
ス
が
ム
ニ
ギ
ア
の
将
軍

の
と
き
ア
テ
ー
ナ
イ
に
来
た
の
で
あ
る
か
ら
（
σ
¢
ヨ
●
H
H
二
）
、
そ
れ

は
一
二
二
四
／
三
年
度
の
始
る
ヘ
カ
ト
ム
バ
イ
オ
ー
ソ
の
初
日
、
七
［
月

　
　
　
⑭

二
十
一
二
日
（
む
ご
・
U
■
鷺
。
臨
露
に
よ
る
）
以
前
の
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
今
日
、
こ
の
説
は
多
数
の
支
持
を
得
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
が
ア
テ
…
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

イ
を
訪
問
し
た
の
三
二
五
／
四
年
度
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

デ
イ
ナ
ル
コ
ス
の
書
及
す
る
ム
ニ
キ
ア
の
将
軍
と
オ
ー
ロ
ー
ポ
ス
碑

文
に
あ
る
コ
ス
メ
…
テ
ー
ス
と
が
、
同
一
人
物
だ
っ
た
確
拠
は
ど
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
も
な
い
の
だ
。
O
o
営
ヨ
。
が
異
説
を
立
て
た
よ
う
に
、
ム
ニ
キ
ア

の
将
軍
フ
ィ
ロ
ク
レ
ー
ス
は
、
そ
の
部
族
名
も
、
父
の
名
も
知
ら
れ

て
い
な
い
。
そ
の
上
、
割
賦
は
フ
ィ
ロ
ク
レ
ー
ス
と
い
う
名
の
、
多

く
の
ト
リ
ェ
ラ
ル
コ
ス
や
ア
ル
コ
ソ
な
ど
が
い
た
の
で
あ
る
。

　
尤
も
、
た
と
え
両
フ
ィ
ロ
ク
レ
ー
ス
を
同
一
人
物
と
す
る
確
証
は

な
い
と
し
て
も
、
そ
う
仮
定
す
る
だ
け
で
、
色
々
の
歴
史
事
象
を
更

に
よ
く
理
解
し
得
る
と
す
る
な
ら
ば
、
仮
定
自
体
が
研
究
に
重
要
な

嚢
を
も
つ
と
い
え
る
で
あ
ろ
褥
た
だ
・
だ
か
ら
と
い
そ
・
こ

の
仮
定
を
歴
史
事
実
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
か
か
る

仮
定
を
用
う
る
こ
と
な
く
、
第
一
史
料
か
ら
事
実
を
推
定
し
得
る
な

ら
、
更
に
望
ま
し
い
こ
と
云
う
ま
で
も
な
い
。

　
従
来
永
し
く
、
問
題
の
時
期
は
、
ヒ
ュ
ペ
レ
イ
デ
ー
ス
の
断
章
ρ

O
①
ヨ
。
も
。
夢
．
o
O
｝
・
H
Q
。
占
Φ
に
基
い
て
推
論
さ
れ
て
居
た
。
今
、
オ
ー

ロ
ー
ボ
ス
碑
文
は
し
ば
ら
く
離
れ
て
、
こ
こ
に
最
も
信
懸
性
に
富
む

右
の
史
料
、
ヒ
ュ
ペ
レ
イ
デ
ー
ス
の
断
章
の
再
吟
味
に
よ
り
、
目
ざ

す
時
期
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

四

　
さ
て
、
躍
》
・
℃
霧
．
P
U
2
つ
。
纂
｝
ド
o
O
一
■
H
o
。
は
、
損
傷
の
甚
だ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

い
断
章
で
、
今
夕
ま
で
種
々
補
修
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

大
凡
次
の
こ
と
が
こ
の
断
章
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ω
ハ
ル
パ

ロ
ス
の
ギ
リ
シ
ア
来
訪
は
突
然
で
、
誉
れ
も
そ
れ
を
予
知
し
得
な
か

　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ぬ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
や

っ
た
こ
と
。
㈱
ハ
ル
パ
ロ
ス
が
ギ
リ
シ
ア
へ
来
た
と
き
、
ア
レ
ク
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
め
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
め
　
　
　
も

ソ
ド
ロ
ス
か
ら
翻
せ
ら
れ
た
亡
命
者
に
関
す
る
布
告
を
ニ
カ
ノ
ー
ル

も
　
　

も
　
　
カ
　
　

モ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
も
　
　

あ
　
　
も
　
　

へ
　
　
も
　
　

も
　
　
も
　
　

も
　
　
た
　
　

も
　
　
も
　
　
も
　
　

も
　
　
も

が
欝
ら
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
全
土
が
そ
の
た
め
擾
乱
に
陥
…
っ
て
い
た
こ

と
。　

こ
の
第
二
点
が
、
　
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
ア
テ
ー
ナ
イ
来
訪
の
時
期
決
定

に
従
来
、
重
要
な
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
即
ち
、
デ
ィ
オ

ド
ー
窟
ス
（
O
δ
斜
×
ノ
、
綴
屑
。
。
る
為
）
は
、
こ
れ
に
関
し
、
次
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。
即
ち
す
べ
て
の
亡
命
者
を
ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
に
帰
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還
さ
せ
よ
う
と
決
心
し
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
、
三
一
一
四
年
の
こ

と
・
ア
リ
粂
テ
・
支
の
婿
ス
タ
ギ
ラ
の
ニ
カ
ノ
｛
ル
㌦
来

た
る
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
祭
に
お
い
て
大
衆
を
前
に
伝
令
を
通
じ
て
朗
読

さ
せ
る
亡
命
者
宛
の
手
紙
を
手
渡
し
、
ギ
リ
シ
ア
へ
と
派
遣
し
た
。

手
紙
が
伝
令
に
よ
っ
て
朗
読
さ
れ
る
と
、
大
衆
は
歓
喜
し
、
王
の
処

置
を
誉
め
称
え
た
。
と
き
に
、
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
に
集
ま
っ
た
亡
命
者

の
数
は
実
に
二
万
を
越
え
た
と
い
う
が
、
手
紙
に
よ
れ
ば
、
ギ
リ
シ

ア
諸
都
市
は
、
殺
人
及
び
不
敬
㎜
非
の
者
を
除
い
て
亡
命
者
を
悉
く
各

女
自
国
に
受
入
れ
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
亡

命
者
召
還
に
関
す
る
こ
の
布
告
は
、
だ
か
ら
亡
命
者
の
喜
ぶ
と
こ
ろ

で
あ
っ
て
も
、
ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
、
と
り
わ
け
ア
イ
ト
ー
リ
ア
玉
人

及
び
ア
テ
ー
ナ
イ
人
に
と
っ
て
は
、
全
く
好
ま
し
か
ら
ぬ
も
の
で
あ

っ
た
。
と
い
う
の
は
、
ア
イ
ト
ー
リ
ア
…
人
は
ア
カ
ル
ナ
…
ニ
ア
ー

の
オ
イ
ニ
ア
ダ
イ
を
攻
略
し
（
三
一
二
〇
年
頃
）
、
市
を
占
拠
し
て
住
罠

を
追
払
っ
て
い
た
し
、
ア
テ
！
ナ
イ
人
も
、
　
長
期
に
わ
た
り
（
三
六

五
年
、
三
六
二
／
一
年
、
慧
三
六
／
五
年
）
サ
モ
ス
を
攻
略
し
て
、
焦
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
追
出
し
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
を
移
民
さ
せ
て
い
た
。
王
の
布
告
が
実

施
さ
れ
れ
ば
、
奪
い
取
っ
た
こ
れ
ら
の
も
の
を
、
返
済
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
の
だ
。
ヒ
ュ
ペ
レ
イ
デ
…
ス
の
需
及
す
る
よ
う
に
、

ニ
カ
ノ
！
ル
が
齎
ら
し
た
こ
の
布
告
が
、
ギ
リ
シ
ア
諸
腰
布
を
擾
乱

に
導
い
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
っ
た
。
而
し
て
ハ
ル
パ
ロ
ス
が
ギ
リ

シ
ア
へ
来
た
の
は
こ
の
時
期
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア

祭
に
は
、
使
節
代
表
（
魯
§
O
讐
焦
碗
）
と
し
て
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
が

オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
へ
と
赴
い
て
い
た
（
一
）
o
陣
コ
．
　
H
　
Q
Q
一
一
O
Q
卜
∂
）
。

　
次
に
、
団
》
唱
韓
．
ρ
O
Φ
諺
。
。
。
鴬
ピ
0
2
．
お
に
お
い
て
ヒ
ュ
ペ
レ

イ
デ
！
ス
は
、
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
を
攻
撃
し
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
　
「
そ
の
こ
と
を
お
前
は
動
議
に
よ
っ
て
仕
組
み
、
パ
ル

。
八
揖
ス
を
拘
留
し
て
、
他
に
何
ら
の
避
難
所
を
も
た
な
い
す
べ
て
の

ギ
リ
シ
ア
人
．
が
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
μ
ス
の
も
と
へ
使
節
を
送
る
よ
う

に
し
た
。
ま
た
、
金
銭
と
軍
隊
と
を
も
っ
て
い
る
サ
ト
ラ
ッ
プ
た
ち

が
、
喜
ん
で
吾
な
の
軍
勢
に
組
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
に
、
ハ
ル
パ

ロ
ス
の
拘
留
に
よ
り
、
総
体
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
へ
の
背
叛
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

妨
げ
た
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
…
…
」
と
。

　
と
こ
ろ
で
、
ギ
リ
シ
ア
か
ら
の
使
節
は
、
ア
レ
ク
サ
ソ
ド
揮
ス
が

バ
ビ
ュ
ロ
ソ
に
あ
る
と
き
（
三
二
遡
年
春
）
到
着
し
て
い
る
の
で
（
〉
触
「
’

ノ
図
目
卜
。
ρ
漕
一
《
①
）
、
彼
ら
は
ギ
リ
シ
ア
を
三
二
四
年
暮
の
頃
出
発
し

た
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
デ
…
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
が
、
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ロ
ス
へ
の
使
節
を
送
る
よ
う
動
議
し
た
の
は
、
彼
が
オ
リ
ム
ピ
ア
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か
ら
帰
国
し
て
後
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
右
の
断
章

に
よ
れ
ば
当
時
ア
テ
ー
ナ
イ
に
お
い
て
は
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
と
組
み
し

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
と
一
戦
を
交
え
よ
う
と
す
る
一
派
の
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ヒ
ュ
ペ
レ
イ
デ
ー
ス
の
両
断
章
（
O
”
　
H
）
¢
貰
μ
・
　
O
O
一
’
　
一
Q
Q
一
目
㊨
）
に

基
い
て
、
O
二
首
μ
（
凱
窪
。
宣
訂
げ
・
・
一
。
。
当
切
・
ω
ω
訂
し
の
推
論
は
次
の
轟

く
で
あ
っ
た
。

　
即
ち
彼
は
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
第
一
回
ア
テ
ー
ナ
イ
訪
問
に
つ
い
て

は
、
U
鴎
○
鴇
ω
①
串
の
説
に
従
い
、
サ
テ
ユ
ロ
ス
劇
「
ア
ゲ
ー
ン
」
か

ら
、
三
二
四
年
初
頭
で
あ
る
と
し
た
が
、
瓢
唄
℃
①
村
．
ρ
σ
①
導
。
㏄
窪
幽

o
O
一
‘
日
。
。
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
　
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
第
二

圃
来
訪
に
記
す
る
も
の
と
仮
定
し
て
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
は
オ
リ
ュ
ム
ピ

ア
祭
以
後
、
亡
命
者
に
関
す
る
布
告
が
ニ
カ
ノ
！
ル
を
通
じ
て
公
布

せ
ら
れ
、
た
め
に
ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
が
擾
乱
に
陥
っ
て
い
た
時
に
、

第
二
回
の
ア
テ
ー
ナ
イ
訪
問
を
試
み
た
と
し
た
。
即
ち
、
ハ
ル
パ
ロ

ス
は
、
ス
ー
ニ
オ
ソ
沖
で
ア
テ
ー
ナ
イ
入
国
を
拒
絶
さ
れ
、
　
一
時
兵

を
タ
イ
ナ
ロ
ソ
へ
移
し
、
そ
こ
で
好
機
を
待
っ
て
い
た
が
、
亡
命
者

に
関
す
る
布
告
が
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
祭
に
お
い
て
公
布
さ
れ
、
ギ
リ
シ

ア
に
反
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
」
の
気
運
が
生
じ
た
。
こ
の
時
こ
そ
謀
叛

の
計
画
に
は
絶
好
の
機
会
な
り
と
し
て
第
二
．
卿
の
ア
テ
ー
ナ
イ
訪
問

を
試
み
た
の
だ
。
こ
の
好
機
を
除
い
て
は
、
一
旦
入
国
を
拒
絶
さ
れ

た
ハ
ル
パ
ロ
ス
が
、
無
事
ア
テ
ー
ナ
イ
に
入
り
得
た
時
期
は
考
え
ら

れ
な
い
、
と
い
う
の
が
O
∬
貯
μ
の
推
測
で
あ
り
。
以
来
、
多
く
の

人
達
が
追
随
し
た
（
U
お
葦
o
P
O
o
。
。
。
F
島
。
ω
国
¢
算
望
卜
。
刈
。
。
一
鵠
○
巨
・

○
泣
8
｝
「
O
o
。
。
魯
●
囲
搾
心
一
2
罵
〔
三
霞
”
お
｛
■
）
。

　
だ
が
、
右
の
説
に
は
、
二
三
疑
問
と
す
べ
き
点
が
あ
る
。
③
譲
》
「

℃
醇
’
9
0
④
ヨ
○
簿
罫
o
o
｝
．
一
Q
。
に
よ
れ
ば
、
ハ
ル
パ
μ
ス
の
ギ
リ
シ

ア
へ
の
来
訪
は
突
然
で
「
出
れ
も
予
知
で
き
な
か
っ
た
」
と
あ
る
か

ら
、
こ
の
断
章
で
言
及
す
る
の
は
、
O
号
嵩
の
仮
定
し
た
よ
う
に
ハ

ル
パ
ロ
ス
の
第
二
回
来
訪
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
第
一
回
来
訪
に
つ

い
て
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
㈲
　
ま
た
、
武
装
し
て
の
ハ
ル
パ
ロ

ス
の
最
初
の
来
訪
は
、
ア
テ
ー
ナ
イ
人
に
は
、
あ
た
か
も
港
を
攻
撃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

さ
れ
る
か
の
恐
怖
を
抱
か
せ
た
の
で
あ
る
が
、
第
二
回
目
に
は
嘆
願

者
と
し
て
（
寒
警
譜
”
U
δ
9
×
く
嬢
H
O
。
。
抽
）
単
身
入
国
し
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磐

る
し
、
そ
の
上
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
は
、
飢
蝕
の
際
（
三
三
〇
1
一
二
一
コ
ハ
加
十
）

ア
テ
ー
ナ
イ
に
穀
物
を
お
く
っ
て
、
ア
テ
！
ナ
イ
の
市
民
権
を
貰
っ

て
い
た
の
で
（
》
け
げ
¢
嵩
。
　
）
ハ
H
一
目
　
q
㊤
①
　
㌧
〆
切
一
　
一
）
陣
。
仏
．
＝
∪
轡
像
．
）
、
そ
の
入
国
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

阻
む
理
由
を
見
出
す
の
は
困
難
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
◎
　
ま
た
、
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入
ー
ニ
オ
ソ
沖
で
入
国
を
拒
絶
さ
れ
、
兵
を
タ
イ
ナ
ロ
ソ
へ
移
し
た

ハ
ル
パ
ロ
ス
は
、
そ
こ
に
数
簡
月
、
好
機
を
待
っ
て
滞
在
し
た
、
と

U
¢
｝
葺
は
仮
定
し
て
い
る
が
、
当
時
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
汎
ギ

リ
シ
ア
固
盟
の
ヘ
ー
ゲ
モ
ー
ン
（
斗
農
§
）
と
し
て
霧
臨
し
、
そ
の
代

任
者
と
し
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
将
軍
」
（
q
軍
気
ミ
評
賦
の
巳
息
§
嚇
）
ア

　
　
　
　
　
　
ゴ
頓

ソ
テ
ィ
バ
ト
ロ
ス
が
ギ
リ
シ
ア
の
支
配
に
任
じ
て
い
た
か
ら
、
王
に

対
す
る
叛
逆
潜
戸
ル
パ
μ
ス
が
、
多
数
の
兵
、
多
額
の
財
を
も
っ
て
、

数
簡
一
月
の
長
期
闘
、
ア
ジ
ア
に
せ
よ
ギ
リ
シ
ア
に
せ
よ
、
挙
隅
穂
に
過

せ
る
処
は
な
か
っ
た
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
実
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
の

ア
テ
ー
ナ
イ
入
国
と
殆
ん
ど
時
を
岡
じ
く
し
て
、
フ
ィ
μ
ク
セ
ノ
ス

か
ら
の
引
渡
し
の
要
請
が
あ
り
、
ま
た
、
ア
ソ
テ
ぞ
バ
ト
ロ
ス
及
び
オ

リ
ュ
ム
ピ
ア
ス
か
ら
も
同
様
の
要
請
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
e
ご
含

×
＜
嵩
δ
Q
。
▼
ご
〔
℃
ト
簿
■
ゼ
G
。
臨
鵬
）
。

　
以
上
⑧
㈲
◎
の
疑
問
を
解
消
す
る
に
は
、
　
ハ
ル
バ
ロ
ス
の
第
一
測
、

第
二
回
の
ア
テ
ー
ナ
イ
訪
問
は
、
短
期
闘
に
続
け
て
行
わ
れ
た
と
し

（
こ
れ
は
薪
能
で
も
あ
り
、
釜
当
で
あ
る
。
後
述
）
、
両
来
訪
共
に
、
オ
リ

ュ
ム
ピ
ア
祭
以
後
に
行
わ
れ
た
も
の
と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
際
、
フ
ィ
ロ
ク
レ
ー
ス
の
ム
ニ
キ
ア
将
京
職
は
一
二
二
四
／
三
年

度
で
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
。
ン
祭
二
塁
（
匿
隠
簿
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
．
鞍

新
解
釈
で
そ
れ
を
補
い
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
両
ア
テ
ー
ナ
イ
訪
問
を
オ

リ
ュ
ム
ビ
ア
祭
以
後
に
比
定
し
た
が
こ
の
説
は
永
い
こ
と
支
持
さ
れ

た
　
（
汽
〔
斎
ぎ
罰
曽
G
。
h
ゴ
…
膨
。
ざ
2
昭
画
く
り
憶
疇
切
。
。
一
切
。
肩
く
。
●
同
♂
圃
Q
。
ン
ト
。
）
。

　
ハ
ル
パ
μ
ス
の
第
一
言
及
び
第
二
回
ア
テ
ー
ナ
イ
来
訪
の
期
關
に

つ
い
て
は
、
ど
の
史
料
も
明
確
に
は
言
及
し
な
い
。
そ
れ
故
、
近
代

の
研
究
者
も
あ
る
も
の
は
こ
の
期
閲
に
特
に
注
惹
し
な
か
っ
た
し

（
影
三
）
℃
ρ
9
9
誓
プ
霧
h
。
戦
弧
簿
卜
。
謬
属
∴
○
き
け
夕
×
h
押
b
⊃
旨
）
、
あ
る

も
の
は
か
な
り
の
長
期
を
仮
定
し
（
O
島
P
自
ン
一
ご
O
き
釜
。
回
ρ
押

箋
G
。
暁
∴
O
。
葺
ご
　
F
畠
○
さ
囲
り
口
9
・
日
α
畦
ご
瓢
毛
鋤
乙
ρ
一
儀
ρ
b
。
ω
①

呵
器
話
。
。
，
濁
匹
ど
お
。
。
餅
望
㎝
心
し
、
ま
た
あ
る
も
の
は
短
期
間
と
し
た

｛
亡
【
三
。
お
富
　
ン
参
影
伍
し
ω
ご
切
聲
（
薮
ジ
犀
ぴ
け
．
”
お
①
押
臨
）
Q
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ぬ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

次
の
理
由
に
よ
り
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
両
来
訪
は
、
短
期
間
に
続
け
て

も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
る
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
も

行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。

　
②
　
ど
の
史
料
も
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
両
来
訪
の
期
間
に
特
別
な
考
慮

を
は
ら
っ
て
い
な
い
。
　
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
（
×
卜
。
・
ご
は
断
章
的
な
都

分
で
不
明
確
だ
し
、
ブ
ル
ー
タ
ル
コ
ス
（
O
。
ヨ
・
謡
…
甲
、
ぎ
。
・
鱒
ご
は

両
来
訪
に
何
ら
の
区
別
も
つ
け
て
い
な
い
。
ま
た
、
ヒ
ュ
ペ
レ
イ
デ

67　（399）



！
ス
（
o
幽
O
o
一
当
●
o
Q
一
一
〇
〇
）
　
4
U
一
ア
イ
ナ
「
ル
コ
　
ス
　
（
H
一
目
回
目
）
も
な
ん
ら
言

及
し
て
い
な
い
。
デ
ィ
オ
ド
ー
ロ
ス
（
×
＜
目
8
。
。
・
①
為
）
も
「
十
弁

論
家
の
生
涯
」
　
の
著
者
（
ノ
．
霧
8
メ
。
戸
。
。
鵠
凪
〆
）
も
明
言
し
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
う
ち
後
嗣
春
の
短
い
記
述
は
、
あ
た
か
も
両
来
訪
が

短
期
間
に
続
け
て
行
わ
れ
た
如
き
郎
象
を
人
に
あ
た
え
る
（
郵
ご
斜
、

麩
づ
誌
）
。
こ
れ
は
消
極
的
な
理
由
で
あ
る
。
因
に
、
史
料
の
不
足

す
る
と
き
、
事
象
の
理
解
は
、
歴
史
約
考
察
に
よ
り
補
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
㈲
　
そ
こ
で
ハ
ル
バ
ロ
ス
の
両
来
訪
が
短
期
間
に
続

け
て
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
論
の
進
む
に
つ
れ
、
そ
の
諸
理
由

が
更
に
明
ら
か
と
な
っ
て
来
る
が
、
こ
こ
で
は
既
に
触
れ
た
理
由
、

マ
ケ
ド
ニ
ア
暦
象
下
の
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
、
叛
逆
者
ハ
ル
パ
ロ
ス

が
、
多
数
の
兵
、
多
額
の
財
を
も
っ
て
、
長
期
間
安
穏
に
留
ま
る
こ

と
は
不
可
能
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
る
に
止
め
る
。

五

　
さ
て
、
〉
山
2
緊
、
は
、
O
夢
嵩
の
説
を
受
継
ぎ
発
展
さ
せ
て
、
同

じ
く
口
巻
2
。
」
）
§
。
蓬
ゼ
。
9
H
・
。
∴
⑩
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、

ハ
ル
パ
群
ス
の
両
ア
テ
ー
ナ
イ
来
訪
は
、
オ
リ
謳
ム
ピ
ア
祭
以
後
、

亡
命
者
に
関
す
る
布
告
に
よ
リ
ギ
リ
シ
ア
講
都
市
が
擾
乱
し
て
い
る

と
き
な
さ
れ
た
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
仮
定
す
る
と
き
、

ま
た
も
や
、
理
解
に
嗣
難
な
二
つ
の
事
実
が
生
じ
て
来
る
。

　
③
　
一
つ
は
、
既
に
麟
。
ぎ
。
ぎ
α
｛
．
に
よ
っ
て
指
摘
せ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
も
し
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
祭
以
前
に
、
亡
命
者
に
関
す

る
布
告
の
内
容
が
、
何
ら
か
の
仕
方
で
、
ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
に
伝
え

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
二
万
に
余
る
多
数
の
亡
命
者
が
布

告
を
聞
く
た
め
、
果
し
て
オ
リ
ム
ピ
ア
に
集
ま
っ
た
か
、
と
い
う
疑

問
で
あ
る
。
即
ち
、
照
臨
ノ
ー
ル
は
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
祭
以
前
に
ギ
リ

シ
ア
に
到
着
し
、
布
告
の
内
容
は
そ
の
時
に
既
に
知
り
わ
た
っ
て
ギ

リ
シ
ア
諸
都
市
の
擾
乱
は
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
祭
以
前
に
生
じ
た
と
見
る
。

㈲
　
こ
れ
を
証
す
る
の
は
、
ま
た
、
次
の
事
実
で
あ
る
。
デ
イ
ナ
ル

コ
ス
（
押
。
。
プ
。
。
卜
。
）
に
よ
れ
ば
、
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
は
オ
リ
ュ
ム
ピ

ア
祭
の
「
使
節
代
表
と
い
う
名
繊
で
、
ニ
カ
ノ
ー
ル
に
会
う
た
め
」

オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
に
赴
い
た
と
い
う
。
し
か
も
、
そ
の
任
務
を
趨
ら
進

ん
で
申
し
出
た
と
い
う
（
。
〔
・
O
鼠
P
が
。
。
㌣
魯
§
Φ
・
塁
曾
蝕
嬬
曾
晋
鶏
§
這

斗
曾
¢
鳶
）
。
そ
こ
に
何
ら
か
政
治
約
意
図
の
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら

れ
よ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
言
及
し
た
史
料
は
何
も
な
い
が
、
近
代

の
研
究
の
示
す
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
即
ち

デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
は
、
ニ
カ
ノ
ー
ル
に
会
い
、
こ
の
男
を
通
じ
、
亡
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命
者
に
証
す
る
布
告
の
実
事
を
延
期
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
王
に
請

願
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
。
同
時
に
、
諸
都
市
か
ら
の
使

節
と
会
い
、
ギ
リ
シ
ア
当
面
の
闘
題
に
つ
い
て
協
議
し
よ
う
と
し
た

の
で
も
あ
ろ
う
。
こ
の
解
釈
は
布
告
の
内
容
が
、
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
祭

以
前
に
既
に
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
前
提
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
か
つ
て
は
こ
の
こ
と
が
等
閑
に
附
せ
ら
れ
て
い
た
。
抑
々
デ
ー

モ
ス
テ
ネ
ー
ス
が
ニ
カ
ノ
！
ル
に
会
う
た
め
に
オ
夢
ニ
ム
ピ
ア
に
赴

い
た
と
い
う
一
事
か
ら
し
て
も
、
こ
の
解
釈
は
至
当
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
の
に
。
デ
イ
ナ
ル
コ
ス
の
弁
論
に
よ
っ
て
も
、
ア
テ
ー
ナ
イ
は

そ
の
と
き
何
ら
か
の
政
治
的
難
局
に
薩
面
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
（
O
や
U
O
冒
．
拶
G
◎
ゴ
謙
ミ
℃
誘
き
晋
鶯
丁
〉
壽
§
漂
蕊
へ
〕
凋
§
§
ミ
亀
、

似
亀
立
哨
黛
制
艶
ミ
屑
§
～
舞
へ
『
も
愈
ミ
ミ
＆
蓬
9
・
ミ
烹
N
N
。
ミ
§
〉
。
こ
の
政
治

的
難
局
は
、
懸
歌
の
情
勢
に
鑑
み
て
、
ヒ
ュ
ペ
レ
イ
デ
ー
ス
の
言
及

す
る
ニ
カ
ノ
ー
ル
の
剃
来
で
生
じ
た
ギ
リ
シ
ア
諸
都
営
の
擾
乱
と
同

一
の
事
態
を
指
す
以
外
、
他
の
如
何
な
る
事
態
を
想
起
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
も
　
　
も
　
　

も
　
　
も
　
　

し
　
　

も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　

も
　
　
　
　
　
　
も
　
　
あ
　
　
も
　
　

も
　
　
も
　
　

る
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

　
結
局
、
布
告
が
生
ん
だ
あ
の
擾
乱
は
、
ユ
カ
ノ
…
ル
の
到
着
と
共

も
　
　
　
　
も
　
　
も
　
し
　
も
　
　
も
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
も
　
も
　
　
も
　
　
あ
　
も

に
、
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
祭
以
前
に
生
じ
た
と
考
え
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ

う
。
U
a
葺
、
如
月
9
ヨ
の
等
の
意
見
の
麺
く
、
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
祭
に
お

い
て
大
衆
の
面
前
で
王
の
手
紙
が
読
ま
れ
て
後
に
は
じ
め
て
生
じ
た

も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
と
こ
ろ
か
そ
れ
の
魚
鋤
と
な
る
の
が
、
実
は
、

一）

ｨ
⇔
〉
審
諺
。
。
等
の
用
い
た
断
章
、
ほ
か
な
ら
ぬ
寓
二
）
①
罫
ρ

O
①
B
O
。
，
仲
・
0
2
・
嶺
な
の
で
あ
る
。

一L．．

A

　
＝
｝
壱
○
罫
ρ
O
o
ヨ
（
謎
夢
．
o
o
轡
お
に
よ
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
諸
都

市
に
生
じ
た
擾
乱
は
「
ニ
カ
ノ
ー
ル
の
到
来
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス

の
も
と
よ
り
醤
ら
さ
れ
た
亡
命
者
（
及
び
ア
カ
ー
イ
ア
一
人
、
．
ア
ル
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

デ
ィ
ア
…
人
の
隔
脚
。
§
～
q
艶
さ
藁
）
に
関
す
る
紳
舞
袋
『
＼
§
哨
袋
に
よ
っ

て
」
で
あ
る
と
い
う
。
さ
て
、
自
働
良
ミ
ミ
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。

こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
、
亡
命
者
に
関
す
る
布
告
が
、
一
体
ど

の
よ
う
に
発
布
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
に
伝
え
ら
れ

た
か
を
・
會
の
舞
に
沿
い
な
が
㌔
先
ず
胴
心
起
し
て
み
よ
う
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐘

　
亡
命
者
に
関
す
る
布
告
は
、
前
三
二
四
年
春
（
二
月
以
降
）
、
ア
レ

ク
サ
ソ
ド
皿
ス
が
ス
ー
サ
に
お
い
て
、
そ
の
軍
陣
で
（
警
恩
q
鴛
箋
窄

熱
動
§
露
P
嗣
ω
お
）
発
布
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
布
告
（
窃
鼠
慧
曼
葦
）

に
も
と
づ
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
は
夫
々
処
置
を
と
ら
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
即
ち
、
王
の
窃
鼠
べ
℃
変
薫
薫
浸
は
、
ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
に
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対
し
て
法
的
効
力
は
も
た
な
か
っ
た
が
、
そ
の
実
施
は
促
す
も
の
で

あ
っ
た
。
王
は
ス
…
サ
に
お
い
て
蹄
聯
袋
N
喰
袋
を
発
し
て
後
、
亡
命

岩
質
の
手
紙
（
伽
週
§
。
ミ
d
δ
9
誕
く
囲
H
押
。
。
▼
ω
）
を
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
祭

に
お
い
て
朗
読
さ
せ
る
た
め
、
　
ニ
カ
ノ
ー
ル
を
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
へ
と

派
遣
し
た
。
同
時
に
、
勲
尋
も
黛
緊
装
画
の
写
し
と
並
び
に
布
告
の
実

施
に
際
し
て
の
訓
令
と
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
将
車
」
ア
ソ
テ
ィ
バ
ト

ロ
ス
に
送
っ
た
の
で
あ
る
（
o
h
■
　
目
）
一
〇
α
．
　
）
肉
ノ
㍉
囲
H
囲
　
Q
◎
噂
　
蔭
）
。
　
二
ヵ
年
ー

ル
が
到
着
す
る
と
、
勲
ミ
、
黛
ミ
§
の
内
容
が
晋
隠
袋
ミ
袋
と
い
う

方
式
で
ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
に
伝
え
ら
れ
た
。
毛
貯
｝
（
①
⇔
（
訟
蒜
σ
・
じ
づ
禽

ぎ
弘
露
・
。
甲
ご
0
δ
は
雪
キ
a
、
＼
ミ
を
勲
鼻
、
袋
緊
園
霞
の
写
し
と
見

る
。　

ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
の
擾
乱
は
、
か
く
て
オ
リ
誌
ム
ピ
ア
祭
で
朗
読

の
王
の
曾
ミ
N
誠
心
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
正
に
ニ
カ
ノ
ー
ル
の
齋

ら
し
た
晋
蹄
袋
『
薫
良
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
る
。
従
来
、
晋
へ

q
蝿
o
N
憾
と
簿
蹄
食
『
園
袋
と
い
う
両
者
の
区
別
が
、
ク
ロ
ノ
ロ
ギ
ー

の
分
野
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
な
の
で
あ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
さ
て
、
ニ
カ
ノ
ー
ル
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
ス
ー
サ
に
お
い

て
亡
命
者
に
関
す
る
布
告
を
発
布
し
て
後
、
ギ
リ
シ
ア
に
派
遣
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
ご
．
一
二
四
年
二
月
以
降
、
ス
ー
サ
を
出
発
し
た

こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
ニ
カ
ノ
ー
ル
は
急
使
で
は
な
く
普
通
の

使
節
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
ス
ー
サ
か
ら
サ
ル
デ
ィ
ス
に
至

る
ま
で
に
三
箇
月
を
要
し
た
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
当
時
の
．
旅
行

の
速
度
は
、
へ
鼻
下
ド
ト
ス
時
代
の
そ
れ
と
大
差
は
な
か
っ
た
か
ら

　
　
⑭

で
あ
る
。
す
る
と
そ
こ
か
ら
更
に
ギ
リ
シ
ア
ま
で
の
旅
程
を
概
算
す

　
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
ゐ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
な
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
や

る
な
ら
、
一
一
カ
ノ
ー
ル
は
、
六
月
初
旬
以
前
に
は
ギ
リ
シ
ア
へ
到
着

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
鐙

し
た
筈
が
な
か
ろ
う
。
恐
ら
く
は
、
六
月
中
旬
と
考
え
て
よ
い
。
蓋

　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
る
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
り
　
　
あ
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

し
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
ア
テ
；
ナ
イ
来
訪
は
、
そ
れ
以
後
の
こ
と
な
の
で

あ
る
。

七

　
こ
の
ほ
か
、
ク
ロ
ノ
ロ
ギ
ー
に
大
き
な
役
割
を
果
す
も
の
に
、
テ

ィ
モ
ク
レ
ー
ス
の
喜
劇
「
デ
ー
ロ
ス
」
（
ま
た
は
、
　
「
デ
ー
リ
オ
ス
」
）

の
断
章
（
〉
§
①
P
ノ
、
H
員
。
。
障
渇
、
ω
齢
〉
）
が
あ
る
。
劇
中
、
デ
ー
モ

ス
テ
ネ
ー
ス
、
ヒ
ュ
ペ
レ
イ
デ
ー
ス
を
は
じ
め
，
五
人
の
反
マ
ケ
ド

ニ
ア
派
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
、
い
つ
れ
も
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
か
ら
収
賄

し
た
と
難
さ
れ
て
い
る
。

　
上
演
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
五
人
の
う
ち
、
ひ
と
り
デ
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！
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
の
み
が
後
で
起
訴
を
う
け
て
い
る
か
ら
、
そ
の
時

期
は
、
ア
レ
オ
パ
ゴ
ス
に
よ
る
例
の
収
賄
指
名
の
公
示
以
前
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
劇
は
三
二
四
年
春
（
○
一
同
斜
巴
9
卜
。
①
㎝
嚇
O
O
冨
、
・

男
国
9
‘
δ
卜
。
ρ
認
辞
頃
着
曾
陣
α
ρ
悼
ω
Φ
）
、
あ
る
い
は
一
二
二
一
二
年
春
の

（
〉
鐙
ヨ
匂
・
し
ω
ご
解
毒
①
る
邸
姻
一
切
㊤
（
蕾
鈍
お
）
レ
ー
ナ
イ
ア
乃
至
大
デ

ィ
オ
ニ
ュ
シ
ア
が
上
演
の
時
期
と
し
て
考
え
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

三
二
四
年
六
月
中
旬
後
の
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
第
一
働
訪
問
は
突
然
で
何

人
も
予
知
し
な
か
っ
た
（
頃
巻
・
5
ρ
U
④
幹
回
。
。
）
と
い
う
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
男
か
ら
収
賄
し
た
と
い
う
黒
い
噂
は
、
そ
の
訪
問
後
に

生
じ
た
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
　
「
デ
ー
ロ
ス
」
上
演
の
時

期
と
し
て
は
、
三
二
三
年
の
レ
：
ナ
イ
ア
（
一
月
廿
八
臼
頃
演
開
。

認
韓
蒙
に
よ
る
）
か
、
　
あ
る
い
は
同
年
の
大
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
ア
（
三

月
廿
五
日
頃
開
演
）
以
外
に
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
ア
レ
オ
パ
ゴ
ス
が
収
賄
者
の
名
を
公
示
し
た
の
は
、
調
査

後
六
箇
月
後
で
あ
っ
た
と
い
う
（
O
①
｝
P
目
濫
）
。
　
こ
の
表
現
が
誇
張

で
あ
り
（
】
）
巳
皆
ミ
〉
ω
O
）
そ
れ
が
五
箇
月
あ
る
い
は
五
箇
月
半
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
　
「
デ
」
ロ
ス
」
が
三
二
三
年
春
に
上
演
さ
れ
た

も
の
と
す
れ
ば
、
一
二
二
四
年
七
月
末
よ
り
以
前
に
は
、
こ
の
調
査
の

始
め
ら
れ
た
筈
は
な
い
。
そ
の
七
月
末
に
丁
度
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス

は
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
旅
行
の
途
上
に
い
た
か
ら
、
の
調
査
は
、
デ
ー
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ス
テ
ネ
ー
ス
の
帰
国
し
て
後
、
即
ち
八
月
中
葉
以
降
に
こ
そ
、
始
め

ら
れ
た
と
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
調
査
を
要
請
し
た
も
の
は
ほ
か
な
ら

ぬ
デ
；
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
カ
　
　
ヘ

　
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
の
帰
国
の
後
、
調
査
が
始
ま
っ
た
と
す
る
な
’

ら
ば
、
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
齋
ら
さ
れ
た
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
財
産
が
、
実

は
公
表
額
の
半
分
で
し
が
な
か
っ
た
こ
と
の
判
明
し
た
の
も
正
に
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ち
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
や

の
頃
だ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
に
前
後
し
て
、
ハ

も
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
し
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
コ
　
　
レ
　
　
も
　
　
ち

ル
パ
μ
ス
が
ア
テ
ー
ナ
イ
か
ら
風
を
喰
っ
て
逃
亡
し
た
と
い
う
こ
と

も
。
少
く
と
も
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
逃
亡
の
際
、
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
が

ア
テ
ー
ナ
イ
に
い
た
こ
と
は
次
の
通
り
推
測
さ
れ
る
、
即
ち
ヒ
ュ
ペ

レ
イ
デ
ー
ス
は
、
　
ハ
ル
パ
ロ
ス
逃
亡
の
責
任
を
デ
：
モ
ス
テ
ネ
：
ス

に
帰
し
て
い
る
が
（
ρ
U
①
営
。
ω
夢
・
這
）
、
若
し
も
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー

ス
に
ア
リ
バ
イ
が
成
り
立
ち
得
る
な
ら
ー
ア
テ
ー
ナ
イ
に
い
な
か

っ
た
な
ら
1
老
練
な
ヒ
ュ
ペ
レ
イ
デ
ー
ス
と
も
あ
ろ
う
も
の
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ま
さ
か
下
手
に
追
及
は
し
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
コ
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八

　
終
り
に
、
ア
テ
…
ナ
イ
オ
ス
（
ン
夢
窪
・
メ
嵩
H
謬
㎝
｝
無
謬
⑦
ゆ
　
紹
⑦

じ
）
伝
う
る
と
こ
ろ
の
サ
テ
ユ
ロ
ス
劇
「
ア
ゲ
ー
ン
」
の
断
章
に
つ

き
一
言
し
た
い
。
こ
れ
は
ハ
ル
パ
μ
ス
の
第
一
回
ア
テ
ー
ナ
イ
来
訪

の
時
期
を
決
定
す
る
に
永
し
く
、
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趣

　
こ
の
劇
は
、
カ
タ
ネ
ー
の
ピ
轟
ト
…
ソ
の
作
と
も
、
ま
た
、
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
幽
幽
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
ア
ジ

ア
逃
亡
の
後
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
ア
が
ヒ
ュ
ダ
ス
ペ
ス
河
畔
で
挙
行
さ

れ
た
折
、
上
演
さ
れ
た
と
ア
テ
ー
ナ
イ
オ
ス
（
㎝
主
軸
）
は
伝
え
て
い

る
。
従
来
、
こ
の
断
章
の
内
容
よ
り
、
　
「
ア
ゲ
ー
ン
」
の
上
演
は
、

ハ
ル
バ
μ
ス
の
逃
亡
後
そ
の
逃
亡
が
ア
レ
ク
サ
ソ
ド
獄
ス
の
陣
営
で

は
既
に
知
ら
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
第
一
遡
ア
テ
ー
ナ
イ
来
訪
の
際

そ
の
入
国
が
懸
絶
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
未
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
こ
ど
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
来
た
。
そ
し
て
、
そ
の
第
一
園
ア

テ
！
ナ
イ
来
訪
の
時
期
に
関
し
て
は
、
次
の
三
つ
の
意
見
が
あ
る
。

　
①
　
ま
ず
、
第
一
の
意
見
で
は
「
ア
ゲ
ー
ン
」
は
、
三
二
六
年
秋
、

イ
ン
ド
の
ヒ
ュ
ダ
ス
ペ
ス
河
畔
で
（
そ
の
頃
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
ヒ
晶

パ
シ
ス
か
ら
の
帰
路
こ
こ
を
通
過
し
た
）
上
演
さ
れ
た
と
考
え
、
三
二
六

年
秋
以
前
に
、
　
ハ
ル
パ
群
ス
は
バ
ビ
島
惇
ー
ソ
の
国
庫
の
財
を
盗
み

出
し
、
　
キ
リ
キ
ア
ー
に
身
を
潜
め
て
、
　
三
二
四
年
春
、
　
そ
こ
よ
り

兵
を
画
き
連
れ
て
ギ
ー
－
・
シ
ア
へ
逃
げ
出
し
た
も
の
と
す
る
（
壁
蜜
？

も・

ﾏ
O
o
。
。
0
7
自
自
σ
q
ユ
o
o
凱
■
鶏
乙
影
a
ε
F
㏄
臼
㌶
〇
一
回
押
O
o
鉱
り
p
お
8
℃
．

H
㎝
朝
h
∴
陣
“
頓
り
目
㎝
①
ン
じ
G

　
け
れ
ど
も
、
三
二
六
年
秋
、
来
だ
戦
陣
を
馳
駆
し
て
い
た
ア
レ
ク

サ
ソ
ボ
ロ
ス
に
、
劇
を
催
す
余
暇
な
ど
あ
ろ
う
筈
も
な
か
っ
た
ろ
う

し
、
少
く
と
も
ハ
ル
パ
ロ
ス
は
、
当
字
ア
ジ
ア
か
ら
逃
亡
す
る
何
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
理
由
も
も
ち
あ
わ
さ
な
か
っ
た
。

　
㈲
　
次
に
、
ア
テ
ー
ナ
イ
オ
ス
の
伝
え
る
「
ヒ
ュ
ダ
ス
ペ
ス
河
畔
」

（
紳
～
き
q
歌
象
q
ぎ
ぐ
a
鷺
袋
遠
蟻
）
と
い
う
の
は
、
ス
ー
サ
近
郊
を
流
れ

て
い
る
「
コ
ア
ス
ペ
ス
河
畔
」
（
簿
～
き
q
k
鼠
§
。
¢
ぎ
餐
遠
“
）
の
聞

き
違
い
か
、
あ
る
い
は
伝
承
の
誤
り
で
、
　
「
ア
ゲ
ー
ン
」
は
三
二
四

年
春
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
ア
に
お
い
て
、
ス
ー
サ
で
上
演
さ
れ
た
と
す

る
意
見
。
　
こ
れ
は
O
き
釜
。
嵩
．
及
び
0
8
8
以
来
の
説
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
　
ハ
ル
パ
ロ
ス
は
三
二
五
年
末
あ
る
い
は
三
二
四
年

初
頭
ア
ジ
ア
か
ら
逃
亡
し
、
三
二
四
年
春
、
ア
テ
ー
ナ
イ
を
訪
れ
た

と
す
る
。
こ
の
説
は
研
究
者
の
多
く
に
よ
っ
て
永
し
く
継
受
さ
れ
て

き
た
（
一
）
目
。
峯
。
欝
担
卜
。
魔
ン
ご
ン
一
〇
z
・
お
。
。
”
O
憎
簿
ρ
区
H
押
卜
。
駆
O
H
ピ

72　（404＞



ハノレパロス研究序説（脅く井）

○ン

黷
焉
B
婁
℃
鷲
「
①
切
9
Q
α
島
ρ
鼠
。
同
臣
炉
b
。
δ
…
匡
。
目
o
o
F
ω
嚇
も
。
け
削
凹
三
一
P
閑
に

＜
H
鰹
6
誌
”
卜
⊃
ω
り
Q
。
　
0
9
ヨ
騨
閑
図
O
づ
δ
緩
’
銀
。
。
一
ッ
蜜
夢
冨
償
”
嵩
Q
。
）
。

　
だ
が
、
三
二
四
年
春
ス
ー
サ
に
お
い
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
以

下
数
多
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
将
兵
が
、
ペ
ル
シ
ア
婦
人
と
華
燭
の
典
を
催

し
た
と
い
う
伝
承
は
数
女
あ
る
が
（
〉
睡
・
＜
目
偽
鳩
二
藍
。
．
げ
×
ノ
、
目
δ
8

？
鵠
霧
幽
と
負
．
圃
9
甘
馨
．
×
同
コ
ρ
O
ご
、
ど
の
史
料
に
も
芝
居
に

は
言
及
が
な
い
。
ま
た
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
は
、
ニ
カ
ノ
ー
ル
の
ギ
リ
シ

ア
到
着
後
生
じ
た
擾
乱
の
後
、
ア
テ
ー
ナ
イ
を
来
訪
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
来
訪
は
ア
テ
ー
ナ
イ
人
に
と
り
突
然
で
、
何
人
も
こ
れ

を
予
知
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ジ
ア
逃
亡
の
意
外
の
報
せ
は
う
そ
の
頃
未
だ
ニ
カ
ノ
ー
ル
の
耳
に
も

入
ら
ず
、
ま
し
て
や
ア
テ
！
ナ
イ
人
砂
耳
に
も
入
ら
な
か
っ
た
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。
蓋
し
三
二
四
年
春
、
ニ
カ
ノ
ー
ル
が
ス
ー
サ
を
発

つ
前
、
　
ハ
ル
パ
ロ
ス
逃
亡
の
醜
聞
は
、
ま
だ
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
陣

誘
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
⑧
　
さ
て
、
　
「
ア
ゲ
ー
ン
」
の
上
演
が
イ
ン
ド
の
ヒ
ュ
ダ
ス
ペ
ス

河
畔
で
も
な
く
、
さ
り
と
て
ス
ー
サ
の
コ
ア
ス
ペ
ス
河
畔
で
も
な
い

と
す
れ
ば
、
一
体
ど
こ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
惰
勢
か
ら
考

え
て
最
も
符
会
す
る
説
は
、
〉
鳥
§
翫
（
誌
。
。
鵠
ウ
及
び
切
露
o
o
げ
負
イ
、
讐

b。

ｷ
黛
｛
こ
の
そ
れ
で
あ
る
。
即
ち
、
　
「
ア
ゲ
…
ソ
」
は
三
二
四
年

秋
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
；
ソ
ス
の
祭
の
と
き
（
O
・
農
寒
魯
§
”
初
日
は
自
C
融
、

蒜
貸
8
て
、
十
日
即
ち
、
十
月
二
十
八
日
が
そ
の
初
難
。
レ
ぎ
試
簿
に
よ
る
）
エ

ク
バ
タ
ナ
に
お
い
て
上
演
せ
ら
れ
た
と
す
る
。
事
実
、
エ
ク
バ
タ
ナ

で
は
そ
の
頃
、
盛
大
な
饗
宴
が
催
さ
れ
祝
祭
が
行
わ
れ
て
芝
居
も
挙

行
せ
ら
れ
た
、
と
史
料
は
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
（
ξ
叢
篭
。
㏄
ρ
ワ

ン
臨
δ
p
×
臨
㎝
ω
Q
。
ン
一
＞
H
目
・
＜
凱
匡
”
ご
O
δ
〔
『
塞
く
鵠
賦
ρ
ご
℃
｝
9
．

〉
ざ
罫
謡
）
。
ま
た
ニ
カ
エ
ク
バ
タ
ナ
の
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
陣
営

で
は
、
当
時
ア
テ
ー
ナ
イ
に
対
す
る
憤
怒
の
椿
が
濃
っ
て
、
そ
の
有

様
は
、
ゴ
ル
ゴ
ス
の
乾
杯
の
辞
（
艶
叶
一
州
O
疑
尋
　
）
ハ
H
H
　
㎝
ω
　
o
Q
じ
む
）
　
の
中
に
於

け
る
と
同
様
、
　
「
ア
ゲ
ー
ン
」
の
台
詞
（
k
〆
仲
｝
μ
①
一
回
．
　
）
ハ
H
目
國
　
㎝
り
⑦
　
じ
謬
）
に

如
実
に
見
ら
れ
る
通
り
な
の
だ
。
と
こ
ろ
が
同
年
春
ス
ー
サ
に
お
い

て
は
、
こ
の
様
な
情
勢
は
未
だ
な
か
っ
た
、
す
る
と
、
「
ア
ゲ
ー
ン
偏

が
ヒ
ュ
ダ
ス
ペ
ス
河
畔
で
上
演
さ
れ
た
と
ア
テ
！
ナ
イ
オ
ス
が
伝
え

る
と
こ
ろ
は
、
イ
ン
ド
の
ヒ
ュ
ダ
ス
ペ
ス
で
も
、
ス
！
サ
の
コ
ア
ス

ペ
ス
で
も
な
く
、
実
は
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
詩
（
0
8
吋
α
q
．
厨
く
曽
じ

が
伝
え
る
と
こ
ろ
の
、
メ
デ
ィ
ア
に
あ
る
て
う
ヒ
ュ
ダ
ス
ペ
ス
河
が

そ
れ
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
説
は
今
日
、
多
く
の
人
に
支

持
さ
れ
て
い
る
（
捌
貯
貫
か
っ
ト
。
円
ン
ご
切
。
噌
／
．
。
H
㌍
ω
8
一
8
目
。
／
．
。
・
自
舜
国
民
〆
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ω
9
田
。
。
鞠
○
ご
欝
6
0
げ
窪
H
＜
鳩
屋
さ
。
b
。
ご
O
o
｝
隔
ジ
気
団
息
臨
鳥
Φ
』
。
。
ω
）
。
た

だ
、
に
も
拘
ら
ず
、
従
来
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
吟
味
の
二
三
を
、
以

下
展
闇
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
従
来
永
し
く
「
ア
ゲ
ー
ン
」
の
断
章
よ
り
前
述
の
掴
く
、
次
の
よ

う
な
推
測
が
な
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
　
「
ア
ゲ
ー
ン
」
上
演
の
と

き
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
ア
ゾ
ア
逃
亡
は
既
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
陣
営

で
は
周
知
で
あ
っ
た
が
、
第
一
園
ア
テ
！
ナ
イ
来
訪
の
際
そ
の
入
国

が
拒
絶
さ
れ
た
の
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
。
し
か
し
、

入
国
拒
絶
の
こ
と
が
未
知
だ
っ
た
と
は
「
ア
ゲ
ー
ン
」
の
断
章
か
ら

で
は
確
証
で
き
な
青
む
し
ろ
・
入
国
拒
絶
の
こ
と
は
も
と
吉
遂

に
入
国
し
た
こ
と
す
ら
も
既
に
知
ら
れ
て
い
た
と
見
る
方
が
妥
当
で

あ
る
。
と
い
う
の
も
、
　
「
ア
ゲ
ー
ン
」
の
断
章
よ
り
、
当
時
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ロ
ス
陣
営
で
は
、
ア
テ
ー
ナ
イ
攻
撃
を
も
辞
さ
ず
と
の
情
勢

が
あ
っ
た
の
を
窺
え
る
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
次
の
疑
問
が
と

・
け
な
い
。
　
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
ア
テ
ー
ナ
イ
入
国
が
「
ア
ゲ
ー
ン
」
上
演

の
際
、
も
し
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ハ
ル
パ
ロ
ス

は
遅
く
と
も
七
月
中
葉
（
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
の
オ
リ
ェ
ム
ピ
ア
へ
の
禺

発
）
以
前
に
は
ア
テ
ー
ナ
イ
に
入
国
し
て
い
た
わ
け
な
の
に
、
十
月

の
末
に
な
っ
て
も
、
エ
ク
パ
タ
ナ
に
は
そ
の
惜
報
が
伝
え
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
が
こ
の
重
大
な
情
報
が
、
三
箇
月
余
り
、

四
箇
月
に
も
近
い
間
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
達
し
な
か
っ
た
と
い

う
は
、
絵
程
の
事
情
で
も
な
い
限
り
決
し
て
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が

　
　
　
魯

ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
ア
テ
！
ナ
イ
逃
亡
に
関
し
て
は
、

「
ア
ゲ
！
ソ
」
上
演
の
際
、
ア
レ
ク
サ
ソ
ド
μ
ス
陣
営
に
は
た
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
ア
テ
ー
ナ
イ
に
入
国
の

報
が
伝
は
っ
て
以
来
、
四
箇
月
近
く
も
し
て
な
お
、
そ
の
逃
亡
の
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

報
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
比
較
的
長
期

き
　
　
　
カ
　
　
　
ち
　
　
　
ゐ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
カ

間
ア
テ
ー
ナ
イ
に
滞
在
し
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
ハ
ル
パ
ロ
ス

が
ア
テ
ー
ナ
イ
を
逃
亡
し
、
ク
レ
タ
で
殺
さ
れ
た
と
い
う
轍
が
、
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
も
と
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
「
ア
ゲ
ー
ン
」
上
演

の
後
ま
も
な
く
、
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス

（
×
b
。
’
ω
ム
）
の
記
述
よ
り
も
間
接
に
推
測
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

九

　
以
上
の
吟
味
に
基
き
、
私
は
、
　
ハ
ル
パ
ロ
ス
事
件
に
関
し
、

よ
う
な
ク
ロ
ノ
ロ
ギ
ー
を
設
定
し
た
い
。

　
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
イ
ン
ド
遠
征
よ
り
カ
ル
マ
ニ
ア
ー
、

次
の

ス
ー
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サ
に
帰
り
、
多
く
の
将
車
や
サ
ト
ラ
ッ
プ
を
厳
罰
に
処
し
て
い
っ
た
。

　
　
そ
の
た
め
、
将
車
や
サ
ト
ラ
ヅ
プ
の
間
に
は
恐
怖
の
念
が
振
っ
て
い

　
　
⑭

　
　
た
。
彼
ら
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
政
策
を
よ
く
理
解
し
得
ず
、
大

　
　
王
に
反
感
を
抱
く
も
の
さ
へ
多
か
っ
た
。

　
　
　
そ
の
頃
、
三
二
四
年
春
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
も
国
庫
の
財
を
持
ち
出
し

　
　
て
、
ア
ジ
ア
を
逃
亡
せ
ん
と
企
て
て
い
た
。
彼
は
ア
テ
…
ナ
イ
か
ら

　
　
呼
寄
せ
た
遊
女
グ
リ
ュ
ケ
ラ
の
た
め
に
、
キ
リ
キ
ア
ー
の
タ
ル
ソ
ス

　
　
に
宮
殿
を
構
え
て
い
た
が
、
こ
の
タ
ル
ソ
ズ
は
、
グ
リ
ュ
ケ
ラ
と
の

　
　
薯
修
な
く
ら
し
の
た
め
だ
け
の
土
地
で
は
な
く
て
、
当
時
の
重
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
造
幣
都
市
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
の
ま
た
職
務
遂
行
の
地
で
も
あ
っ
た

　
　
と
い
え
る
。
こ
れ
が
そ
の
ア
ジ
ア
逃
亡
を
暗
々
裏
に
行
わ
し
め
た
根

　
　
拠
酔
い
え
よ
う
。
も
し
タ
ル
ソ
ス
が
そ
の
職
務
遂
行
の
寝
処
で
な
け

　
　
れ
ば
、
バ
ビ
渦
ロ
ー
ン
か
ら
国
庫
の
財
を
運
び
出
し
、
バ
ビ
ュ
ロ
ー

　
　
ソ
を
不
在
に
し
な
け
礼
ば
な
ら
ぬ
か
ら
逃
亡
の
計
爾
も
逸
早
く
暴
露

り刷
．
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

麟
　
　
ま
た
、
タ
ル
ソ
ス
近
郊
で
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
が
六
千
の
傭
兵
を
集
め

究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

研
　
る
こ
と
は
、
当
凹
む
つ
か
し
い
業
で
は
な
か
っ
た
。
ア
ジ
ア
海
岸
に

ス
弛
　
は
、
当
時
、
職
を
失
い
略
奪
し
な
が
ら
、
帰
国
の
機
を
求
め
て
さ
ま

勉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醗

ハ
　
よ
い
歩
く
坐
し
い
ギ
リ
シ
ア
人
傭
兵
が
い
た
。
つ
ま
り
、
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ス
は
、
三
二
四
年
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
の
サ
ト
ラ
ッ
プ
や
将
車

の
も
と
に
い
る
傭
兵
を
澄
ち
に
悉
く
解
雇
す
る
よ
う
に
命
じ
た
か
ら

で
あ
る
（
惣
9
顧
×
く
濃
δ
ρ
ω
乙
ご
口
　
×
＜
麟
H
P
μ
）
。
そ
れ
ら
傭

兵
の
う
ち
五
万
を
ア
テ
ー
ナ
イ
人
レ
オ
ー
ス
テ
ネ
ー
ス
が
（
℃
雲
血

目
b
⊃
伊
㎝
　
く
H
H
目
胡
N
㎝
）
、
　
山
ハ
千
二
営
ハ
ル
。
ハ
　
ロ
ス
が
、
　
ラ
コ
ー
ニ
ケ
ー

の
タ
イ
ナ
μ
ソ
へ
と
連
れ
も
ど
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
傭
兵
は
大
部
分
、
ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
か
ら
の
亡
命
者
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
、
亡
命
老
に
関
す
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
布
告
は
、

実
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
傭
兵
閥
題
解
消
の
た
め
の
政
策
の
一
つ
な
の

で
あ
っ
た
。
嶺
時
亡
命
者
の
頭
数
は
し
か
と
は
解
り
か
ね
る
け
れ
ど

も
、
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
に
集
ま
っ
た
二
万
と
い
う
人
数
は
、
ア
テ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

イ
嶺
時
の
成
年
男
子
の
総
数
に
も
廼
敵
し
て
、
い
か
に
亡
命
者
間
題

が
二
時
の
重
大
な
社
会
及
び
政
治
問
題
だ
．
つ
た
か
が
窺
い
知
ら
れ
る
。

　
亡
命
老
に
関
す
る
布
告
は
、
三
二
四
年
春
ス
ー
サ
に
発
布
と
な
っ

て
、
亡
命
者
宛
の
勅
書
を
携
え
ニ
カ
ノ
ー
ル
は
ギ
リ
シ
ア
の
地
へ
来

た
。
到
着
は
六
月
中
葉
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
同
月
下
旬
に
は
、

ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
に
布
告
（
勲
奪
ミ
ミ
9
）
の
内
容
が
雪
勘
黛
呪
黛
慶
な

・
裏
で
伝
え
ら
れ
、
た
め
に
ず
シ
ア
諸
都
市
縫
乱
に
陥
・
て
働

い
た
。
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
は
、
ギ
リ
シ
ア
当
面
の
問
題
を
解
消
す
　
7
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る
た
め
、
オ
夢
、
ユ
ム
ピ
ア
祭
の
使
節
代
表
と
し
て
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
に

赴
く
こ
と
を
、
自
ら
ブ
ー
レ
ー
に
申
し
出
た
が
、
こ
の
頃
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ス
を
神
と
崇
め
よ
と
の
要
請
が
あ
っ
て
、
デ
1
モ
ス
テ
ネ
ー

ス
は
祖
先
伝
来
の
神
々
を
崇
め
る
べ
し
と
、
そ
の
要
請
に
反
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
⑱

い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
七
月
の
は
じ
め
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
は
三
〇
の
艦
船
を
連
ら
ね
ア
ッ
テ

ィ
カ
の
ス
ー
植
字
ソ
沖
に
姿
を
現
わ
し
た
。
そ
れ
は
突
然
で
誰
れ
一

人
予
知
し
な
か
っ
た
。
ア
テ
…
ナ
イ
人
は
驚
き
、
港
を
攻
撃
さ
れ
ぽ

し
な
い
か
と
恐
怖
を
抱
い
て
、
フ
ィ
ロ
ク
レ
ー
ス
を
し
て
港
湾
の
守

備
に
あ
た
ら
せ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
の
動
議

に
よ
リ
ア
テ
ー
ナ
イ
入
国
を
拒
絶
さ
れ
る
と
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
は
直
ち

に
兵
を
タ
イ
ナ
ロ
ソ
へ
と
移
し
た
上
、
引
続
き
、
二
艘
の
船
で
単
身

ア
テ
ー
ナ
イ
に
入
国
し
た
。
そ
れ
は
七
月
の
第
二
週
属
は
じ
め
の
頃

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
第
二
國
訪
闘
に
際
し
て
は
、
彼
は
嘆
願
者

と
し
て
赴
い
た
の
・
で
、
そ
れ
に
市
民
権
を
も
っ
て
い
た
か
ら
、
誰
れ

も
懸
濁
を
阻
止
し
得
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
し
ア

テ
ー
ナ
イ
を
は
じ
め
ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
に
、
ニ
カ
ノ
ー
ル
の
到
着
以

来
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
反
ア
レ
ク
サ
ソ
ド
獄
ス
の
気
運
が
な
け
れ
ば
、

ハ
ル
パ
ロ
ス
が
再
度
ア
テ
ー
ナ
イ
来
訪
を
試
み
た
か
ど
う
か
は
疑
問

と
い
え
る
。

折
し
も
ア
テ
ー
ナ
イ
は
、
ハ
ル
パ
ロ
ス
と
結
び
、
反
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ロ
ス
の
一
戦
を
挑
も
う
と
す
る
ヒ
ュ
ペ
レ
イ
デ
」
ス
を
は
じ
め
主
戦

派
が
拾
頭
せ
ん
と
し
て
い
た
と
き
で
あ
っ
た
が
、
一
方
、
デ
ー
モ
ス

テ
ネ
ー
ス
は
、
一
三
二
五
年
テ
ー
バ
イ
の
壌
滅
後
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス

に
よ
り
他
の
七
人
の
弁
論
家
と
共
に
引
渡
し
を
謡
講
さ
れ
て
以
来
、

こ
れ
ま
で
の
戦
闘
的
な
反
マ
ケ
ド
ニ
ア
政
策
を
か
な
ぐ
り
捨
て
て
、

今
や
穏
健
に
し
て
、
現
実
的
な
政
策
を
と
る
に
い
た
っ
て
い
た
。
こ

れ
が
、
永
年
の
同
志
た
ち
反
マ
ケ
ド
ニ
ア
派
の
人
達
に
疑
い
を
抱
か

せ
る
素
因
と
も
な
り
、
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
は
そ
の
人
々
と
相
疎
隔

す
る
関
係
と
な
っ
て
い
た
の
だ
。
所
謂
ハ
ル
パ
露
ス
裁
調
が
惹
起
さ

れ
る
結
果
と
な
っ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
ハ
ル
パ
露
ス
の
入
隔
と
殆
ん
ど
時
を
同
じ
く
し
て
フ
ィ
ロ
ク
セ
ノ

ス
か
ら
の
使
者
が
、
　
ハ
ル
パ
ロ
ス
引
渡
し
を
要
請
し
て
到
着
し
た
。

こ
れ
は
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
が
よ
り
に
よ
っ
て
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
へ
旅

立
と
う
と
し
て
い
た
時
な
の
で
あ
る
。
七
月
の
第
二
週
の
終
り
頃
と

見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
デ
…
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
の
動
議
に
よ

リ
ハ
ル
パ
ロ
ス
は
拘
留
さ
れ
、
そ
の
財
産
は
ア
ク
欝
ポ
リ
ス
に
騰
ら

さ
れ
た
が
、
そ
の
額
が
報
告
額
の
半
分
で
あ
る
こ
と
を
、
デ
ー
モ
ス

76　（40S＞，
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テ
ネ
ー
ス
は
公
表
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ハ
ル
パ
ロ
ス
か

ら
の
賄
賂
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
彼
の
立
場
が
そ
う
さ
せ
た

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
い
ま
ギ
リ
シ
ア
当
言
の
闘
題
を
解

消
せ
ん
と
す
る
た
め
に
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
へ
と
赴
く
彼
に
と
っ
て
は
、

事
実
の
解
明
か
ら
生
ず
る
混
乱
を
特
に
恐
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由

が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。
あ
る
い
は
、
事
態
の
変
化
に
よ
っ
て
は
、
彼

も
ま
た
、
　
ハ
ル
パ
ロ
ス
を
利
用
せ
ん
と
し
て
い
た
の
か
も
わ
か
ら
な

い
、
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
の
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
旅
行
に
は
、
大
き
な
期
待

が
ア
テ
ー
ナ
イ
人
か
ら
よ
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
ま
た
、
ハ
ル
パ

ロ
ス
を
し
て
、
こ
の
弁
論
家
の
帰
国
ま
で
ア
テ
ー
ナ
イ
に
踏
み
留
ま

ら
せ
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
。

　
ハ
ル
パ
揖
ス
の
引
渡
し
を
拒
絶
し
、
そ
の
財
産
を
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス

に
保
管
す
る
よ
う
勤
議
し
た
デ
…
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
の
政
策
は
、
正
に

当
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ロ
ク
セ
ノ
ス
に
続
い
て
ア
ソ
テ
ィ

バ
ト
ロ
ス
、
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
ス
か
ら
も
引
渡
し
の
要
講
交
々
い
た
っ

た
と
き
も
、
何
ら
の
問
題
を
惹
起
さ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ

の
当
を
得
た
策
が
も
の
を
い
っ
た
か
ら
と
い
え
よ
う
。
獅
も
事
実
上
、

ハ
ル
パ
p
ス
が
比
較
的
長
期
間
ア
テ
ー
ナ
イ
に
滞
在
し
得
た
の
も
一

に
こ
の
策
の
故
と
い
え
よ
う
。

　
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
は
、
七
月
の
第
四
週
の
は
じ
め
頃
、
ア
テ
ー

ナ
イ
を
発
っ
て
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
へ
と
旅
立
っ
た
。
こ
の
頃
、
三
二
五

／
四
年
度
は
終
り
、
七
月
二
十
三
濁
、
三
二
四
／
三
年
度
が
始
ま
っ

た
。
ム
ニ
キ
ア
の
将
車
フ
ィ
ロ
ク
レ
…
ス
は
コ
ス
メ
ー
テ
ー
ス
と
な

っ
た
（
オ
ー
ロ
ー
ボ
ス
碑
文
に
よ
る
）
。
当
時
は
ま
た
フ
ィ
ロ
ク
レ
ー
ス

を
め
ぐ
り
何
ら
の
醜
聞
も
立
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
デ
…
モ
ス
テ

ネ
ー
ス
は
八
月
中
旬
に
帰
国
し
た
。
し
か
し
、
ア
テ
…
ナ
イ
人
の
切

に
期
待
し
た
と
こ
ろ
を
ば
、
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
か
ら
結
局
は
持
ち
帰
り

得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ハ
ル
パ
ロ
ス
は
ま
も
な
く
拘
留
を
脱
し
て

逃
亡
し
た
。
そ
し
て
、
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
保
管
し
て
い
る
そ
の
財
産

が
、
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
…
ス
の
報
告
額
の
半
分
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
が
や
が

て
明
る
み
に
繍
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
以
後
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
た
め
て
吟
味
し
た
い
。

と
い
う
の
は
、
そ
の
た
め
に
は
他
の
諸
方
爾
即
ち
、
当
蒔
の
マ
ケ
ド

ニ
ア
の
ギ
リ
シ
ア
支
醗
、
ア
テ
ー
ナ
イ
の
政
界
、
そ
れ
に
レ
オ
ー
ス

テ
ネ
…
ス
等
の
活
躍
な
ど
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
吟
味
を
加
え

ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
因
み
に
、
以
後
、
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス

の
政
界
に
お
け
る
影
響
力
は
徐
々
に
衰
え
（
こ
れ
は
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ギ

夢
シ
ア
支
配
の
変
遷
に
深
い
関
連
あ
り
と
見
え
る
）
、
こ
れ
に
反
し
て
反
マ
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ゲ
ド
ニ
ア
派
の
急
進
的
な
勢
力
が
4
1
心
象
に
増
大
す
る
が
、
所
謂
ハ
ル
．

バ
ロ
ス
裁
判
は
遂
に
彼
等
の
勝
訴
と
な
っ
て
、
デ
：
モ
ス
テ
ネ
ー
ス

の
国
外
逃
亡
に
お
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
三
二
三
年
六
月
十
三
日
、
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
は
バ
ビ
ュ
ロ
ー
ソ
に
天
卑
し
た
。
瓢
報
が
ア

テ
ー
ナ
イ
に
伝
わ
る
や
、
レ
オ
ー
ス
テ
ネ
ー
ス
を
指
揮
者
と
し
て
忽
．

ち
反
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
軍
勢
が
糾
合
さ
れ
た
。
所
謂
ラ
ミ
ア
戦
争
が
こ

れ
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
戦
争
の
際
、
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
保
管
ざ

れ
て
い
た
ハ
ル
パ
μ
ス
の
金
が
使
用
さ
れ
た
と
い
う
（
9
巳
・
×
＜
霞

．
㊤
獅
律
）
。

①
第
　
史
料
に
は
、
臥
橘
℃
露
。
誌
霧
℃
ρ
O
o
露
。
ψ
夢
露
。
望
O
¢
ヨ
臨
戦
。
ぴ
。
∫

　
H
（
ρ
o
。
ヨ
。
。
・
夢
顧
Y
獄
（
p
≧
一
u
・
8
σ
q
①
ぎ
降
）
嚇
麟
H
（
ρ
剛
刃
窪
ざ
露
霧
）

　
の
所
謂
ハ
ル
パ
ロ
ロ
ス
裁
判
に
お
い
て
な
さ
れ
た
四
弁
論
が
あ
る
。
デ
ー

　
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
な
ど
の
被
蕊
者
の
弁
論
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
ヒ
ュ
ペ
レ

　
イ
デ
ー
ス
の
も
の
は
、
最
も
再
発
性
の
あ
る
史
料
で
あ
る
が
、
　
一
八
四
七

　
年
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
、
パ
ピ
ェ
ロ
ス
の
巾
に
発
児
さ
れ
た
も
の
で
、

　
非
徽
…
に
傷
…
ん
だ
断
説
堪
で
あ
る
。
こ
の
．
断
章
が
世
に
捗
る
ま
で
の
経
禍
…
に
つ

　
い
て
は
、
ω
碧
蛋
℃
℃
ρ
℃
質
躍
。
ド
嵩
押
H
o
◎
幽
。
◎
一
票
O
鉾
参
照
。
ま
た
、
デ
イ

　
ナ
ル
コ
ス
の
三
弁
論
は
、
ρ
U
o
諺
。
簿
F
を
除
い
て
、
た
ど
部
分
が
残

　
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
　
そ
し
て
、
　
デ
イ
ナ
ル
コ
ス
の
弁
論
は
、
　
従
来

　
し
ば
し
ば
、
　
そ
の
纂
偽
性
が
問
題
と
さ
れ
た
コ
　
し
か
し
、
　
偽
作
と
す
る

　
積
極
的
な
証
拠
は
見
繊
せ
な
い
。
そ
の
真
偽
性
に
関
し
て
は
、
諺
鳥
山
昌
屋
層

↓
街
℃
ケ
レ
㏄
騎
・
ω
鉢
σ
慧
H
O
O
押
一
ト
っ
h
二
団
．
更
に
び
．
ω
o
B
置
鉾
男
7
と
露
G
喧
↑
×
＜
”

　
一
。
。
α
9
b
⊃
這
唐
∴
u
ロ
び
ジ
緊
。
口
。
智
導
σ
．
は
辞
日
。
ン
母
ρ
．
総
評
参
照
。

　
　
ク
ロ
ノ
ロ
ギ
ー
に
お
い
て
、
こ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
、
ア
テ
ー
ナ
イ

　
オ
ス
の
俵
え
る
サ
テ
ユ
ロ
ス
劇
…
「
ア
ゲ
ー
ン
」
（
〉
酔
び
¢
昌
．
×
目
H
．
q
Φ
㎝
国
1

　
㎝
Φ
①
　
6
ご
一
陣
O
Q
①
O
）
　
及
び
点
燃
渤
　
「
デ
ー
ロ
ス
」
　
（
＜
同
一
一
Q
◎
幽
一
　
に
一
も
◎
幽
b
っ
　
｝
）

　
の
断
章
が
．
あ
る
。
　
ま
た
、
　
近
年
、
　
オ
ー
ロ
ー
ボ
ス
の
碑
文
も
重
要
な
史

　
料
　
と
な
っ
て
い
る
。
　
こ
れ
は
、
　
は
じ
め
び
o
O
滞
拶
目
鳥
○
ω
讐
、
嵐
も
R
ミ
o
N
o
呪
§
愚

　
”
吋
§
騰
ミ
8
お
一
。
。
一
蕊
占
O
O
に
、
後
更
に
、
O
劉
諸
一
魯
。
鮒
犀
0
2
①
牒
α
、

　
ヨ
ω
霞
弼
葵
）
⇒
ψ
㎝
壽
o
ρ
¢
σ
ω
u
ω
β
や
覧
．
禁
づ
。
口
圃
O
薩
及
び
℃
．
甥
。
郎
ω
切
①
ど

　
し
む
C
口
じ
一
く
蜜
一
Φ
ω
ρ
ト
っ
G
◎
O
h
■
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
策
二
史
料
と
し
て
は
、
〉
躍
。
㌧
ζ
多
σ
．
嬢
屑
ρ
心
亀
．
一
回
㊤
讐
ご
O
δ
9

　
×
＜
崔
四
〇
〇
◎
”
心
ゑ
こ
C
瓢
詳
．
涛
鼠
■
区
N
同
一
ω
一
℃
｝
償
¢
》
ざ
茎
料
P
　
O
o
ヨ
．

　
卜
⇒
㎝
ー
ト
コ
9
℃
σ
ρ
凶
i
b
Q
b
⊃
嚇
【
℃
｝
戸
一
二
≦
3
0
×
o
冠
・
G
。
薩
①
ン
鵠
∴
一
ρ
ω
註
誉

　
×
H
羅
9
㊤
∵
℃
ρ
⊆
㏄
．
H
ω
刈
”
α
旧
H
一
ω
ω
”
幽
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
こ
れ
ら
第

　
…
及
び
第
二
の
史
料
批
判
に
関
し
て
は
、
ン
（
【
費
回
目
’
鉾
費
○
．
参
照
。

②
　
　
ハ
ル
パ
ロ
ス
裁
判
に
お
け
る
デ
！
モ
ス
テ
ネ
…
ス
の
麿
罪
無
罪
に
関
す

　
る
、
古
代
の
人
々
の
見
解
に
つ
い
て
は
弊
U
お
讐
ワ
O
o
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。
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詳
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℃
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◎
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⑳
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憐
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〇
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瓢
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℃
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℃
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。
ダ

　
　
Z
¢
環
¢
｝
鉱
旨
σ
”
h
冒
霊
ρ
譜
9
．
薮
三
二
嵐
餌
σ
q
．
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①
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．
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①
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℃
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℃
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①
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℃
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］
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⑩
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冨
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〇
仲
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什
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隔
○
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①
嚇

　
ン
・
0
6
0
ぴ
㊤
o
剛
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費
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。
㏄
げ
プ
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昌
o
Q
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欝
O
ω
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N
o
一
縛
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N
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Q
切
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〇
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．

　
　
ヒ
ュ
ペ
レ
イ
デ
ー
ス
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反
デ
ー
モ
ス
テ
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ス
照
澗
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流
目
昂
風
口
兄
山
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前
の
文
献
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O
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賓
器
⇒
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も
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い
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役
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た
な
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＜
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．
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冒
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．
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○
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℃
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○
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①
．
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献
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．
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⑪
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鉱
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。
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踏
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①
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①
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℃
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℃
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℃
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①
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∩
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］
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①
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．
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搾
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℃
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⑤
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叶
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①
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①
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．
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℃
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①
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．
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．
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○
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．
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．
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．
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＜
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リ
．
ユ
ム
ピ
ア
祭
の
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盛
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八
月
良
日
と
す

　
れ
ば
、
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の
競
技
会
は
、
七
月
三
十
一
難
か
ら
八
月
四
日
ま
で
か
、
あ
る

　
い
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、
八
月
一
日
頃
ら
六
口
ま
で
栄
費
せ
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れ
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こ
と
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・
N
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国
×
＜
囲
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囚
に
、
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リ
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ム
ピ
ア
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オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
祭
に
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い
て
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最
近
の
研
究
を
欠
い
て
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る
（
ゆ
o
H
マ

　
σ
q
宏
o
P
O
臨
0
9
ピ
Ω
o
。
蔭
o
F
笛
一
Φ
O
ρ
G
Q
α
〉
ト
っ
）
。
．

⑦
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①
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①
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∴
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◎
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⑧
こ
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九
六
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一
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ム
ボ
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財
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の
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生
と
し
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ド
イ
ツ
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ヴ
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ツ
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い
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剛
、
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ベ
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グ
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ゾ
ソ
教
授
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御
　
指
道
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の
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進
め
て
き
た
「
ハ
ル
．
ハ
ロ
ス
偏
に
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い
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の
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究
成
果
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部
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⑨
ク
ロ
ノ
ロ
ギ
ー
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、
．
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ρ
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目
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．
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．
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．
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．
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＜
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．
＜
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○
．
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①
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①
旨
旨
〇
く
¢
誌
㊤
σ
q
弱
①
馬
決
昌
”
目
①
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．
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パ
・
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は
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＜
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図
．
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傭
兵
の
募
集
、
造

　
幣
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事
し
、
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サ
ト
ラ
ッ
プ
に
．
命
令
す
る
権
限
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も
持
っ
て
い
た
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即
ち
、
彼
の
．
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任
養
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ソ
テ
ィ
メ
ネ
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勺
ω
．
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ユ
ω
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介
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．
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．
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＞
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。
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①
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冒
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⇒
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］
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史
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↓
顛
嚇
翫
S
へ
曾
e
の
叫
顛
嚇
宅
§
へ
電
§
o
鴨
噛
器
～

　
噴
謙
く
伽
渤
a
欝
呪
緊
隊
飛
e
℃
勧
℃
尊
N
o
鳩
＄
魯
e
℃
§
浸
為
．
、
臥
N
媒
黙
℃
動
も
8
週
。
ミ
誘

　
上
灘
鷺
餐
¢
図
黙
窃
e
℃
ミ
秘
～
§
9
～
煽
O
職
『
⇔
賠
n
毛
O
避
。
曽
叫
q
気
渇
敷
図
O
じ
覇
　
．
眠
ぺ
籠
、
叡
聖

　
鍔
↓
嚢
～
、
駄
鳥
ミ
訟
＆
e
℃
【
こ
鏡
～
ユ
。
へ
【
＆
］
べ
e
マ
弱
胴
：
：
■
一
門
肉
㌶
災
鋤
軸
：
■
：
幽

　
舞
萄
へ
＄
§
畠
⇔
づ
置
。
。
ω
　
b
D
．
肉
謡
富
動
8
出
露
Φ
江
ω
N
9
一
昌
口
ω
¢
℃
暁
ρ
曳
醤
馬
象

　
。
・
o
ほ
も
鉱
ω
∴
機
起
翰
窺
Q
り
簿
鐸
℃
唱
Φ
（
絵
素
｝
o
剛
幽
羅
押
①
b
っ
駆
）
こ
れ
に
つ
い
て
の

　
批
判
は
O
Q
o
｝
多
臥
霞
噛
宣
び
器
賞
葺
げ
◆
U
×
H
押
同
G
Q
縁
讐
b
。
。
。
圃
参
照
。
§
汁

　
ぺ
曽
、
O
N
¢
な
§
へ
袋
財
9
凋
も
。
激
論
の
q
鐙
じ
巳
ご
ノ
幽
b
⊃
〉
日
Q
◎
　
こ
の
無
理
な
読
み

　
は
、
こ
の
断
章
が
ハ
ル
パ
ロ
ス
の
第
瓢
賊
ア
テ
ー
ナ
イ
訪
問
に
言
及
す
る

　
も
の
と
す
る
、
彼
の
仮
説
よ
り
生
ず
る
。
ω
鴛
～
き
S
旨
ミ
O
o
凱
『
噛
～
ミ

　
切
O
へ
e
べ
（
U
て
　
ご
ゴ
一
①
．
q
q
p
．

⑲
ニ
カ
ノ
ー
ル
に
つ
い
て
は
切
①
婆
㊦
戸
．
Z
ゴ
翁
ご
菊
翻
×
＜
隅
さ
。
＄
塗

　
o
ウ
「
〈
幽
瓢
〉
腿
鵜
馬
身
…
。

⑳
ア
イ
ト
ー
リ
ァ
ー
人
に
つ
い
て
は
、
押
鶯
霧
巴
曾
ρ
い
霧
〉
諒
。
蕾
塁

　
鈍
U
鉱
℃
プ
①
ω
”
一
④
ω
刈
”
心
昏
∂
ア
テ
ー
ナ
イ
人
に
つ
い
て
は
め
．
】
W
寓
窓
肖
窮
ρ
詳

　
影
国
〉
瓜
N
酬
㊤
μ
ρ
Q
◎
蒔
海
少
照
醐
。

⑳
O
畠
P
属
》
弓
卿
嵐
ρ
誌
隠
①
の
テ
ク
ス
ト
に
よ
為
。

⑳
　
ア
テ
ー
ナ
イ
入
が
い
か
に
驚
い
た
か
は
同
）
Φ
ヨ
ρ
村
。
『
昌
押
一
一
H
が
鳥
”

　
セ
頬
亀
亀
．
曽
～
・
ミ
卜
占
噂
隻
↓
惹
臥
鳶
建
。
鷺
輔
黛
㌶
隻
避
“
緊
象
℃
　
の
褒
現
か
ら
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も
知
ら
れ
る
。
○
冠
O
窓
二
士
毛
母
⊇
⑩
畷
参
照
。

⑬
ア
テ
ー
ナ
イ
の
三
態
に
つ
い
て
は
客
ぎ
・
δ
・
薄
塗
ω
。
。
薫
纂
H

　
o
8
費
嵐
。
露
。
Q
ε
蔓
鼠
叶
財
。
麟
Φ
出
①
巳
。
。
煎
。
毛
。
寝
溜
お
恥
圃
’
H
霧
p

　
卜
0
9
匂
ご
①
コ
α
Q
審
o
P
O
O
ω
＆
参
照
。

⑳
　
〉
創
騨
諺
ω
、
お
O
H
8
ご
ゆ
①
署
Φ
麟
お
臨
●

⑳
　
ア
ソ
テ
ィ
バ
ト
ロ
ス
の
職
務
に
つ
い
て
は
切
。
欝
σ
q
富
。
ジ
Q
Q
零
9
富
σ
Q
富
H
・

　
回
⑩
Q
◎
メ
同
㎝
撫
．
鼻
砂
嚢
。

⑳
二
号
ヨ
伊
嵩
Φ
罫
昏
。
二
。
。
㎝
ρ
一
更
に
頃
O
竃
。
ぎ
町
・
参
照
。

⑳
　
フ
ィ
ロ
ク
レ
ー
ス
を
三
二
四
／
三
年
度
の
ム
ニ
キ
ア
の
将
軍
と
す
れ
ば
、

　
い
つ
エ
フ
ェ
…
ボ
イ
監
督
の
職
を
解
か
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず

　
る
。
デ
イ
ナ
ル
コ
ス
（
目
亀
嵩
）
　
の
欝
及
す
る
エ
フ
エ
ー
ボ
イ
驚
督
の
職

　
と
は
、
q
e
竃
ミ
§
卦
や
き
是
溝
腎
（
〉
蓬
け
・
、
毫
‘
き
ト
轟
・
。
）
を

　
指
す
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
ム
ニ
キ
ァ
の
将
軍
職
そ
の
も
の
を
指
す
、

　
と
ヒ
§
。
・
（
誌
①
じ
は
解
釈
す
る
。
と
い
う
の
は
、
≧
葬
、
壼

　
週
。
ト
心
b
っ
”
ω
に
よ
れ
ば
、
第
一
年
爵
の
エ
フ
ェ
…
ボ
イ
は
ベ
イ
ラ
イ
エ

　
ウ
ス
に
赴
き
、
ム
ニ
キ
ア
や
ア
ク
テ
…
の
守
備
に
あ
た
っ
た
か
ら
、
ム

　
ニ
キ
ア
や
港
の
将
軍
フ
ィ
ロ
ク
レ
ー
ス
は
将
軍
と
し
て
エ
フ
ェ
ー
ボ
イ
の

　
監
督
に
当
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た

　
閑
α
陣
o
b
o
同
Φ
参
照
。
　
そ
の
規
判
と
し
て
麟
。
嵩
o
o
ぎ
恥
h
∴
認
三
三
〇
冑
－

　
蕊
卜
。
参
照
。

⑳
　
デ
…
モ
ス
テ
ネ
…
ス
の
オ
リ
島
ム
ピ
ア
に
恥
4
0
け
る
行
為
を
讃
え
る
も
の

　
は
O
①
言
・
H
Q
◎
回
…
○
。
b
o
旧
勺
貯
斡
U
㊦
ヨ
・
り
旧
［
℃
三
后
・
】
Q
。
心
α
○
の
み
で
あ

　
る
。
し
が
し
、
こ
れ
ら
か
ら
は
彼
の
目
的
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
オ

　
リ
ュ
ム
ピ
ア
に
お
け
る
彼
の
行
為
に
つ
い
て
は
国
O
臨
O
o
ぎ
9
ご
ゴ
賃
く
。

　
囲
押
一
ω
o
Q
一
切
9
象
讐
ご
｝
韻
Q
D
け
Q
O
ど
も
O
Q
Q
参
照
。

⑳
　
こ
の
部
分
は
、
バ
ピ
ュ
ル
ス
の
破
損
し
て
い
る
た
め
、
明
ら
か
に
解
ら

　
な
い
が
、
亡
命
者
に
関
す
る
布
告
と
共
に
、
ア
カ
ー
イ
ァ
…
人
及
び
ア
ル

　
カ
デ
ィ
ア
…
人
な
ど
の
同
盟
に
何
ら
か
の
欄
限
を
加
え
る
た
め
の
指
令
が

　
欝
ら
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
賭
富
。
障
ρ
H
噛
掃
ミ
＞
b
っ
一
¢
・
宅
嬬
α
H
お
P

　
ω
し
づ
じ
d
①
誌
一
鐸
目
ゆ
ゆ
ρ
日
一
①
鼻
唄
照
。

⑳
　
亡
命
砦
に
関
す
る
布
欝
に
つ
い
て
の
史
料
は
呂
い
．
℃
鎮
．
o
」
）
o
ヨ
●
H
Q
。
”

　
U
①
ぎ
‘
H
o
O
一
略
乱
四
〇
Q
Q
　
d
δ
急
噛
×
＜
州
凝
Q
◎
▼
隠
一
〇
霊
ぽ
・
×
ひ
つ
”
幽
　
｝
コ
馨
ε
官

　
×
撮
囲
9
鱒
識
．
な
ど
。
そ
の
他
、
次
の
三
つ
の
碑
文
は
重
要
で
あ
る
の
星
、
臣
脚
．

　
ω
O
？
ω
旨
　
O
O
詞
①
酬
悼
　
こ
れ
に
関
す
る
文
献
に
つ
い
て
は
○
｝
夏
苧

　
O
o
プ
Φ
P
凝
冨
壁
○
お
ρ
H
＜
慰
ヒ
一
Q
Q
ρ
ト
っ
既
出
参
照
。

⑳
　
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
ス
ー
サ
に
到
着
し
た
時
期
に
関
し
て
は
、
研
究

　
煮
に
よ
り
意
見
の
繕
違
は
あ
る
が
、
そ
の
研
究
の
承
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

　
三
二
四
年
二
月
以
前
で
は
な
か
っ
た
。
　
二
月
壌
と
す
る
も
の
2
冨
ω
④
押

　
一
竃
p
A
…
O
δ
団
。
。
Φ
雛
押
b
⊃
薩
一
一
〇
2
ヨ
菊
閃
○
μ
も
。
Q
Q
噌
9
◎
μ
Q
◎
一
弱
。
同
く
ρ

　
○
は
①
O
プ
・
O
＄
O
プ
●
凝
。
．
卜
◎
H
瞬
Q
　
三
月
頃
と
す
る
も
の
　
じ
d
O
δ
O
貫
H
肖
N

　
ω
外
。
O
h
∴
ω
9
麺
。
プ
①
域
ヨ
。
縦
び
〉
冨
呂
勲
昌
伽
⑦
び
圃
震
P
Q
。
Q
。
刈
。
轟
と
す
る
も
の

　
毛
峯
。
ズ
①
滞
㍉
〉
｝
o
図
；
P
り
幽
一
8
自
）
吋
P
＞
δ
×
．
異
同
O
O
．

⑫
ノ
ノ
．
臨
o
H
ハ
o
P
Q
Q
じ
d
ご
つ
⑦
匡
ヨ
6
鱒
b
。
”
質
∬
〉
冨
×
鴛
蕊
。
メ
8
0
や
参
照
。

⑳
勲
隊
竜
9
㌃
蓑
碕
の
性
格
に
つ
い
て
は
濁
●
切
節
。
目
藩
法
ノ
胃
。
／
、
噛
伽
。
℃
瓢
ピ

　
H
q
っ
G
Q
o
◎
轡
国
Φ
㊤
類
∴
労
国
〉
瑠
日
Φ
趣
ρ
ト
っ
㎝
h
P
疏
少
照
。

⑭
　
当
時
の
交
通
事
情
に
つ
い
て
は
ズ
○
。
。
8
ノ
．
嘗
⑦
塗
も
D
O
ρ
費
覧
O
o
9
ピ

　
H
鉱
q
ロ
け
●
O
h
鉱
副
O
出
Φ
二
（
押
回
O
ω
ト
つ
庵
∴
8
節
誉
ピ
○
〉
譲
H
＜
噂
H
ψ
ω
命
抄
脇
…
。
ヘ

　
ロ
ド
ト
ス
に
よ
れ
ば
、
ス
…
サ
よ
り
サ
ル
デ
ニ
ン
ス
ま
で
九
〇
日
（
く
㎝
も
◎
）
、

　
サ
ル
デ
ィ
ス
か
ら
エ
フ
ェ
ソ
ス
ま
で
…
諜
臼
（
＜
q
心
）
。
　
エ
フ
ェ
ソ
ス
か
ら

　
ペ
ロ
ポ
ソ
ネ
ー
ソ
ス
ま
で
、
当
時
の
旅
行
は
円
し
も
確
実
で
は
な
か
っ
た

（413）81



　
が
（
亀
●
胃
。
箕
。
く
9
0
㌣
野
酔
『
●
○
幽
疑
”
一
〇
費
ト
ビ
）
、
悪
天
候
の
も
と
で
も

　
凡
そ
一
叢
間
以
内
に
鋼
賊
議
し
得
た
る
う
と
考
え
ら
れ
る
（
O
捨
～
く
”
置
尻
O
葺

　
涛
鵜
一
一
ρ
一
層
一
¢
b
⊃
ど
一
〇
Q
Q
塗
）
。

魎
　

ニ
カ
ノ
ー
ル
の
ギ
リ
シ
ア
到
着
の
時
期
に
関
し
て
、
は
じ
め
て
こ
の
よ

　
う
な
推
測
を
し
た
の
は
じ
ζ
鮮
畠
学
歴
｝
出
㏄
¢
ド
リ
①
ザ
蔭
邸
剛
・
で
あ
る
。

⑳
　
レ
ー
ナ
イ
ア
及
び
大
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
ア
の
期
臼
は
明
確
で
は
な
い
（
》
．

　
ρ
霊
皆
豊
門
α
q
o
び
ビ
さ
O
お
。
オ
出
さ
簿
藍
田
動
乱
㏄
O
養
臼
2
ち
①
O
詳

　
障
㊤
）
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
レ
ー
ナ
イ
ア
を
ガ
メ
ー
リ
オ
ー
ン
十
一
瓢
擬
、

　
大
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
ア
を
エ
ラ
フ
ェ
ー
ボ
リ
オ
ー
ン
＋
臼
を
初
日
と
し
た
。

．
㊧
．
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
の
鯖
瀬
臼
程
に
つ
い
て
は
、
熱
論
、
明
確
に
雛
定

　
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
徒
歩
で
い
っ
た
も
の
と
仮
定
す

　
れ
ば
、
ア
テ
ー
ナ
イ
か
ら
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
ま
で
凡
そ
一
八
六
懸
ス
タ
デ
ィ

　
オ
ン
　
（
現
．
在
の
｝
嵐
秘
…
謡
照
六
粁
。
　
瓢
㌘
0
）
ス
タ
ー
ア
ィ
オ
ソ
鐸
約
ご
｝
・
闘
噌
、
イ

　
ル
〔
日
卿
誕
ど
○
寓
ン
ー
ノ
♪
H
Φ
ω
〕
よ
り
）
、
測
田
臨
吋
の
旅
行
淑
賓
の
一
臼
の
憎
…
灘

　
は
一
烈
○
及
戸
戸
二
〇
〔
Q
ス
タ
デ
ィ
オ
ン
（
に
　
O
冠
○
畠
○
縛
O
頓
く
⊆
η
㏄
…
回
く
｝
〇
一
）

　
と
す
れ
ば
、
ア
テ
ー
ナ
イ
か
一
5
・
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
ま
で
約
十
日
置
か
り
の
購

　
程
を
要
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
　
ク
セ
ノ
フ
ォ
ー
ン
　
（
↑
嵩
¢
諺
．
踏
囲

　
一
ω
U
）
に
よ
れ
ば
、
丑
臼
か
六
H
で
画
け
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑯
　
切
傷
に
田
ピ
医
δ
参
照
。

⑳
ア
テ
ー
ナ
イ
オ
ス
（
と
に
㎝
雷
じ
薙
扇
G
。
①
O
）
は
、
カ
タ
ネ
ー
の
ピ

　
ュ
ト
ー
ン
と
ビ
ュ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ン
の
弁
論
家
ピ
ュ
ト
ー
ン
と
を
混
渇
す
る
。

　
ピ
ュ
ト
ー
ソ
に
つ
い
て
は
ゆ
o
H
＜
o
H
押
Q
Q
Q
Q
Q
Q
播
口
少
昭
…
。

⑩
　
O
吋
9
0
メ
目
押
沁
㊤
①
鐸
卜
φ
一
じ
ご
露
o
o
財
H
く
b
Q
漕
心
ω
醐
踊
’
参
照
。

⑪
　

ハ
ル
パ
ロ
ス
の
ア
ジ
ア
逃
亡
は
、
薫
が
イ
ン
ド
か
ら
帰
還
し
て
後
で
あ

　
る
し
（
O
δ
血
●
×
〈
目
一
〇
G
。
層
①
〉
、
三
二
六
年
秋
に
は
、
王
は
ハ
ル
パ
ロ

　
ス
の
送
っ
た
七
千
の
歩
兵
に
出
会
っ
て
い
る
（
O
ξ
r
囲
×
。
。
』
一
）
、
ま

　
た
、
　
一
年
配
罵
り
も
の
閤
キ
9
キ
ア
ー
に
無
…
寮
隠
れ
得
た
と
は
考
え
細
れ
な

　
い
嶋
U
吋
。
｝
、
㏄
o
⇒
擁
評
謹
A
漸
・
一
　
O
目
○
富
〆
H
卸
卜
a
心
O
轟
．
Q
Q
噛
湯
α
ρ
B
。
a
M

　
お
り
歪
b
。
一
軍
C
二
P
卜
。
卜
。
一
鋭
日
噛
切
包
8
げ
H
＜
b
。
讐
蕊
薩
辱
な
ど
参
照
。

働
）
　
「
ア
ゲ
ー
ン
」
　
の
断
章
（
α
Φ
O
＞
1
切
）
　
に
は
次
の
よ
う
な
会
謡
が
あ

　
る
。
　
　
、
ア
ッ
テ
ィ
カ
で
は
一
体
ど
ん
な
革
命
が
支
酎
し
、
彼
ら
は
ど
う
し

　
て
い
る
か
し
　
㎝
、
彼
ら
が
奴
隷
の
生
幣
活
を
肯
定
し
て
い
る
閣
は
充
分
に
食
っ

　
て
い
た
が
、
い
ま
は
た
ゴ
ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ
や
ウ
ヰ
キ
ョ
ウ
を
食
べ
、
小

　
麦
は
全
く
食
べ
て
い
な
い
篇
　
「
、
し
か
し
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ハ
ル

　
パ
ロ
ス
が
ア
ゲ
ー
ン
に
劣
ら
ず
無
蟄
の
食
糧
を
彼
ら
に
送
り
込
み
、
市
庭

　
権
を
獲
た
と
い
．
）
話
だ
が
」
　
「
そ
れ
は
グ
リ
ュ
ケ
ラ
の
食
〔
糧
だ
、
恐
ら
ぐ

　
そ
れ
が
彼
ら
に
と
っ
て
、
遊
女
の
手
僧
で
な
く
、
破
減
の
手
付
と
な
る
だ

　
ろ
う
」
。

　
　
ω
　
か
っ
て
ア
テ
ー
ナ
イ
は
奴
隷
の
生
活
に
鴛
ん
じ
て
い
た
が
、
い
ま

　
は
自
慮
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
・
）
意
味
の
こ
の
断
章
に
み
え

　
る
句
は
、
ア
テ
ー
ナ
イ
が
ハ
ル
パ
ロ
ス
を
受
入
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
推

　
絃
の
意
味
に
も
、
ま
た
概
に
受
入
れ
た
と
い
う
紬
果
的
意
味
に
も
解
し
得

　
る
．
㈲
　

ハ
ル
パ
ロ
ス
が
舗
弟
一
働
ア
テ
ー
ナ
イ
来
訪
の
際
入
園
を
拒
編
脚
せ

　
ら
れ
た
こ
と
が
、
も
し
ア
レ
ク
サ
ン
ド
p
ス
陣
営
に
知
ら
れ
て
い
た
と
す

　
れ
ば
、
最
後
の
威
し
文
句
は
旧
い
ら
．
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
　
（
O
O
瓢
賢
”

　
％
に
○
タ
し
Q
⑤
ω
ぴ
⊃
O
瞥
）
と
考
え
、
　
「
ア
ゲ
ー
ン
」
上
乃
樋
は
、
そ
の
第
一

　
謝
来
訪
の
事
実
が
傭
ら
れ
な
い
以
．
荊
の
こ
と
と
仮
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、

　
第
↓
側
は
無
論
、
第
凱
回
来
訪
の
事
実
も
、
も
し
既
に
知
ら
れ
て
い
た
と

　
す
れ
ば
、
や
は
り
最
後
の
威
し
文
句
は
用
い
ら
、
れ
た
で
あ
ろ
う
、
　
「
ア
ゲ

　
ー
ン
」
は
サ
テ
ユ
ロ
ス
劇
で
あ
る
か
ら
、
最
後
の
威
し
三
旬
は
、
推
量
的
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に
も
、
ま
た
事
実
的
に
も
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
少
く
と
も
こ
砂
断
章
は
、

　
繍
野
葬
’
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
陣
畳
口
に
、
ア
テ
ー
ナ
、
耀
に
議
す
る
攻
思
川
的
∵
な
酒
乱

　
気
が
滋
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
．
．

⑧
ギ
リ
シ
ア
に
起
っ
た
事
件
が
、
幾
R
を
経
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
μ
ス
に
伝

　
え
ら
れ
た
か
、
正
確
に
知
る
こ
と
は
不
擁
能
で
あ
る
、
普
越
の
使
者
の
場

　
合
、
ギ
リ
シ
ア
か
ら
ス
ー
サ
ま
で
藪
n
ば
か
り
を
要
し
た
、
註
瞬
参
照
し

　
し
か
し
、
重
大
な
情
報
に
は
急
使
が
飛
ん
だ
．
、
そ
の
と
き
、
満
フ
瓢
ソ
ス

　
か
ら
ス
ー
サ
に
進
ず
る
所
謂
「
…
王
の
這
」
を
走
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

　
．
｝
に
は
無
痛
ヅ
の
宿
駅
あ
ウ
、
宿
駅
毎
に
入
馬
を
換
・
．
「
ん
て
伝
令
な
走
ら
せ

　
得
た
。
そ
の
法
面
備
状
態
は
、
江
…
戸
時
代
に
お
け
る
東
海
道
の
“
．
て
れ
よ
り
不

　
備
な
も
の
と
考
え
ら
．
れ
る
。
江
戸
時
代
の
飛
白
逢
度
（
街
二
＋
除
黒
を
宝

　
際
榔
∴
1
一
、
一
年
に
口
取
も
早
く
〆
し
志
ハ
十
・
八
時
間
）
　
を
’
唱
少
紹
…
に
概
賀
卦
あ
り
一
佃
と
、
　
エ
フ

　
ェ
ソ
ス
か
ら
ス
ー
サ
ま
で
、
少
く
と
も
圭
五
日
は
か
か
っ
た
ろ
う
．
。
恐
ら
．

　
く
そ
れ
妖
王
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
、
、
㌘
葺
回
（
O
ン
ぼ
曙
’
一
り
ω
）

　
は
一
二
問
以
内
と
推
定
す
．
る
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
空
想
に
近
い
レ
　
讐
王
の

　
道
」
に
つ
い
て
は
切
。
コ
σ
農
窪
O
ジ
（
い
O
轟
O
晩
∴
，
㌘
州
羅
ご
C
ン
江
｝
＜
」
O
斧

　
／
＜
。
と
．
π
餌
鵠
ぴ
舞
｝
．
辱
臼
、
7
c
譲
訟
捗
〇
二
薙
二
¢
o
c
㏄
目
簿
℃
び
｝
．
c
暁
ン
砿
瓢
露
レ
凶
ヤ

　
＝
o
騒
》
ン
ヨ
琢
。
只
欝
巳
一
Φ
①
N
笛
刈
塗
癌
少
照
。

⑭
　
　
電
コ
時
相
心
寄
に
争
議
入
っ
た
サ
ト
ラ
ッ
プ
や
譜
軍
の
状
魯
態
に
つ
い
て
⇔
ご
曾
良
学

　
鑓
μ
｝
置
Q
Q
ρ
Q
Q
洲
H
O
籍
・
ま
た
切
9
象
鍵
ど
日
｝
℃
二
野
ω
Q
。
．
り
ど
Q
◎
b
っ
画
ゑ
い
を
も

　
率
か
嬉
…
の
こ
と
U

…
G
心
胆
　
囚
岡
鼠
雛
。
び
ン
δ
×
．
労
Q
一
島
あ
嵩
罵
貿
罠
。
漆
”
ト
つ
ゆ
矯
．
息
少
昭
舳
。

　
　
当
時
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
鋳
嘱
目
…
渕
題
に
つ
い
て
は
】
W
麟
島
費
ど
一
譲
ω
首

　
㏄
『
O
㎝
跨
暫
も
砂
照
…
）

⑭
　
当
時
の
ア
テ
ー
ナ
イ
の
人
口
に
つ
い
て
は
ン
出
レ
鑓
こ
O
賛
①
即
ン
夢
9

　
三
ρ
5
σ
o
ヨ
o
o
鴫
ρ
o
》
．
層
¢
拷
｛
○
暁
◎
H
の
①
ρ
肉
の
h
∴
O
o
ヨ
ヨ
ρ
㎏
頃
珍
．
日
ゆ
G
R
ρ

　
母
h
吊
参
照
．
凶
み
に
、
古
代
一
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
の
傭
…
兵
㎜
囲
題
に
つ
い

　
て
は
目
貼
切
目
。
σ
q
互
　
℃
o
一
一
銘
。
巴
　
江
。
鴎
二
σ
q
O
o
伍
一
ご
　
ン
一
さ
一
〇
斥
け
O
H
o
o
o
9

　
一
三
犀
二
＝
さ
砿
ご
鐸
h
α
q
翻
り
・
雛
あ
憂
難
。

⑯
　
に
．
）
．
℃
o
け
。
．
G
Ω
串
■
ω
一
∵
O
露
一
ピ
一
り
浩
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
L
ス
は
、
は

　
じ
め
．
ア
．
レ
ク
サ
．
ン
ド
μ
ス
を
神
と
す
る
に
．
反
対
、
後
、
彼
の
オ
リ
ュ
ム
ピ

　
ア
旅
行
後
、
そ
の
製
実
に
…
坤
し
た
数
策
に
そ
い
、
蝸
時
の
梢
融
〃
よ
り
、
ア

　
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
を
神
と
す
る
こ
と
に
二
三
す
る
．
、

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

ﾊ
和
陶
齢
鯛
群
長
好
ル
グ
大
学
レ
脅
学
）
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style，　were　iRtroduced　into　Japan　as　they　were．　As　in　Japan，　at　first，

the　four－cornered　Chi－Nei　system　of　P’ing－Ch’gng　style　was・　established，

and　then　introducing　the　Yeh　style　Chi－IVei　w．　as　established　as　includ－

ing　four　or　five　countries　near　the　Capital　Kinai　一pavJxj　in　Taifea　Refor－

mation大化改新was　the　P’2㎎一C磁㎎style　and　that　ill　Asuha．KTyo

飛鳥京，H吻δ＝絢∂平城京，　Or　Heian－Ky6平安京WaS　the　Yeh　Style．

Einleitung　in　die　Forschungen　des　Harpalos

　　　　　　　　　　　　　　　　Chronologie

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　Yasurr｝i　Nagai

　　In　den　Studien　des　Harpalos，　die　far　das　Verstandnis　der　da．maligen

attischen　Geschichte　so　sehr　wichtig　sind，　dats　inan　darttber　laRge

Uber　ein　Jahrhundert　diskutiert　hat，　bleiben　jedoch　noch　einige　unklare

Fragen　wegen　Mangels　an　Quellen　und　iin　besonderen　uber　die　Fest－

setztmg　der　bis　jetzt　Roch　nicht　anerkan’nten　Chronologien．

　　Durch　eine　jttngst　erfolgte　Entdeckung，　die　in　der　Festsetzung　der

Chronologie　eine　groBe　Rolle　spielt，　wird　m’ ≠氏@aber　die　Geschichte　des

Harpalos　von　neuein　abfassen　mttssen　；　es　ist　dies　die　genaue　Festle－

gung　des　Datums　der　Olymplschen　Spiele　im　Jahre　324　v．　Chr．　Damit

hat　E．　Badian　（JHSt，　1961，　16　ff）　neuerlich　die　Chronologie　des　Ge－

schichte　des　Harpalos　festzusetzen　versucht，　clie　m．　E．　noch　einiger

Zusatze　bedar£

　　Hier　mschte　ich　die　Chronologie　durch　1〈ritische　Betrachtung　der

Quellen　ultd　der　bis　jetzt　erfolgten　Studien　kurz　erganzen．

Reconst「uction．　of’C伽Ss乙ゆ2％’s朱思本Map　of　China

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kazutaka　Unno

　C擁Ssゆ勤’s朱思本Yi診一ti－t’u（輿地図，　Terrestrial　Map），◎ne　of　the

representative　maps　brought　out　under　the　Ytian　Dynasty，　is　no　longer

extant　bu，t　survived　by　the　Kuang．夕it－t’u（広輿図Enlarged　Terrestria1

（479）


